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導入 

§1. トゥルスィーダース作『ラームチャリトマーナス』の第 5 巻「スン

ダルカーンド」（「美しいものの巻」）の前半、即ち冒頭から 5.34.5 までの

訳を、ここに発表する 1。本来は、詳細な注（文法・韻律・文化事項、お

よ び 、Vālmīki-Rāmāyaṇa・Adhyātma-Rāmāyaṇa・ 本 人 が 著 し た

Kavitāvalī・Gītāvalī 等々の他のラーマ物語作品との比較などを含む）を付

した上で発表することが望ましいが、今回は紙幅の都合上、まずは訳の

本体を最低限の注とともに発表することにした。詳細な注の発表は、後

日を期すことにしたい。注釈・文法書として利用可能なものの情報は、

本稿末尾の「一次文献などの情報」「工具書の情報」に記しておいた。

§2. Tulasīdāsa トゥルスィーダース 2（1532–1623 A.D.3）が著した多くの

作品の中でも、Rāmacaritamānasa4『ラームチャリトマーナス』（訳：「ラー

マの行いのマーナサ湖（精神的湖）」; 以下 RCM と略す）は最も名高いと

いってよいだろう。彼はラーマ物語を、伝統的文語であるサンスクリッ

ト語ではなく、当時の日常語（bhāṣā バーカー）の一つであったアワディ

ー語（東ヒンディー語群に属する）5によって、アワディー語叙事詩 6の形

1 RCM のこの部分の読解を毎週丁寧に御指導いただいた長崎広子教授に深く

感謝申し上げたい。無論、誤りがあればそれには私竹崎のみが責任を負う。
2 彼とその諸作品についての詳細は、GUPTA 1965; MCGREGOR 1984, pp. 109–
117; LUTGENDORF 2012 など、およびそこに上がる諸文献を参照。
3 MCGREGOR 1984, p. 109f. の記述による（但し cf. GUPTA 1965, pp. 143, 206）。
ブラジ語の詩人 Keśavadāsa ケーシャヴダース（1555–1610 以降、cf. 
MCGREGOR 1984, pp. 126–130）とほぼ同時代人であるといえる。
4 この名称は、RCM 1.35.7.1; 35.12.1; 36.1.2; 120.s1.1; 7.113.9.2 で言及される。
5 ラーマ物語をサンスクリット語と対比される bhāṣā「話し言葉」（この場合

アワディー語）で語る、という作者の決意は、RCM 1.0.ś7.2; 1.9.4.1; 1.15.d1.2; 
1.31.2.1 で表明されている。但し、話し言葉といっても、サンスクリット語か

らの借用語を多く含み、また叙事詩文体で書かれているため、日常用いられ

る口語・散文のアワディー語と完全に一致していたとまではおそらく言えな

いだろう。アワディー語地域の地図は、STRNAD 2023 を参照。
6  先行するアワディー語叙事詩として、例えば Jāyasī ジャーエスィー

（MCGREGOR 1984, pp. 67–71）による Padmāvata『パドマーワト』などがある。
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式で作詩した 7。サンスクリット語からの借用語を多く交える一方、それ

に比してペルシャ語（その中に借用されたアラビア語をも含む）からの

借用語 8は僅かしか用いられない。その文からは、作者がサンスクリット

語文学の伝統に通暁していた 9人物であったことが読み取れる。その描写

や文体は、先行するラーマ物語よりも、総じて短く簡潔である。彼が材

を採ったのは、サンスクリット語による Vālmīki-Rāmāyaṇa（5~4 世紀 B.C

~ 4 世紀 A.D. 頃 ?10）、および主として Adhyātma-Rāmāyaṇa（13~15 世紀

A.D. ?11）12からであった。更に、部分的に Jayadeva 作 Prasannarāghava

（およそ 1200 A.D.13）や Hanumannāṭaka（10~13 世紀 A.D.14）などの翻案

15が見られることもある。

§3. 彼の生涯について歴史的に確実といえることは僅かであり、彼自身

の著作中にある自己言及がおそらく最も確実な資料といえよう 16：例えば、

RCM 1.30.d1 では、子供の時分に、スーカルケート Sūkarakheta17（「野猪

7 稀に、当時の主要な文学言語であったブラジ語の語形が混ざることもある。

ブラジ語は、本来はマトゥラーを中心とするブラジ地域で話されており、西

ヒンディー語群に属する言語である。STRNAD 2023 の地図を参照。
8 STASIK 2009 により収集されている。
9 RCM 2.301.8.2 は Pāṇini 6.4.133 に基づく、tr. ŚYĀMASUNDARADĀSA, p. 616, n. 1。
10 BROCKINGTON 1998, pp. 377–397 を参考にした。
11 ROCHER 1986, p. 159 による。
12 MCGREGOR 1984, p. 112 を見よ。Cf. RCM 1.0.ś7.
13 Cf. 辻 1973, p. 22.
14 Cf. 辻 1973, p. 100.
15 翻 案 元 は 、Mānasa-pīyūṣa の 該 当 諸 箇 所; GUPTA 1965, pp. 286–289;
VAUDEVILLE 1955（先行研究となる Mānasa-pīyūṣa 該当箇所を逐一明示せず）

において指摘されている。更に、ed. CATURVEDĪ 1971 の最下段に、RCM と比

較すべき文献箇所とその文言が挙げられている（e.g. “Lomaśa-Rāmāyaṇa”, 
“Hanumad-Rāmāyaṇa” etc.）が、それらの文献学的詳細について今回は精査で

きなかった。典拠について、RCM 1.0.ś7.1 に極簡潔な言及がある。
16 彼の生涯については GUPTA 1965, pp. 38–140 などを参照。後代には、様々の

伝記が書かれる過程で物語が増大してゆくが、その詳細は長崎 2011 を参照。
17 この地名が UP の Soroṁ を指す可能性が言われている（e.g. LUTGENDORF

2012, p. 430a など）が、確定的とは言えない（GUPTA 1965, p. 161）。
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の地」）において、ラーマ物語を自分の師から聞いたことを述べる。特に

重要なのは、RCM 1.34.4–5 で、この物語をヴィクラマ暦 1631 年（西暦

1574 年に当たる）、ラーマの誕生日であるチャイトラ月の（白分）9 日 18、

火曜日に、アヨーディヤーにおいて語ることを明言している 19ことである。

第 4 巻冒頭でカーシー（バナーラス）への讃辞が述べられることから、こ

の時期までには彼がバナーラスに居住していたものと考えられている。

§4. RCM の構造について。RCM は、先行するラーマ物語たちと同様、7

つの kāṁḍa「巻」からなる。RCM 1.36.1d では、四つの対話の枠組み（§5.
に後述）が、湖の四つのガート ghāṭa に喩えられる。RCM 1.37.1.1 では、

RCM の 7 つの巻が湖の sōpāna「階段」に喩えられる。これにより、聞き

進めるにつれて聞き手が一段ずつ Rāmacaritamānasa「ラーマの行状のマー

ナサ湖（精神的湖）」へと降りて行く、という趣向になっている。RCM の

各巻は、複数のスタンザから構成される。RCM の一スタンザは、この第

5 巻について言えば、原則として 8 行かそれより幾分多い Caupāī20（稀に

Caupaī）と、通常 1 詩節の Dōhā（或いは稀に Sōraṭhā）からなり、たまに

その間に Harigītikā という韻律で書かれた部分が挿入されることもある 21。

18 ラーマの誕生日（Rāmanavamī）について、RCM 1.190.d1–1.191.2; BULKE

1950, p. 281f., §332; p. 332, §375; GOLDMAN 1984, p. 319, n. ad 5; GURUGE 1991, p. 
234, §40; KANE 1958, pp. 84–88; BAKKER 1986, I, pp. 168f., 179 を参照。この

Rāmanavamī に行われる催しの一つとして、他のラーマ信徒たちとともにラー

マ物語を聞く、というものがある（KANE 1958, p. 87, l. 9–12; BAKKER 1986, I, p. 
170 [cf. also LUTGENDORF 1991, p. 66f.]）ので、トゥルスィーダースはこの機会

に自作のラーマ物語を披露して聞かせたのであろう（BAKKER 1986, I, p. 124）。
19 LUTGENDORF 2012, p. 430b などを参照。
20 Caupāī は、16 拍からなる一行の、脚韻を踏む二組を最小単位とする。本稿

で底本とした ed. MIŚRA の Caupāī (/Caupaī) の番号付けは、その 4 行を一纏め

にして番号を振る ed. VĀJAPEYĪ（ed. Gita Press）のものとは異なるため、注意

を要する。たまに、Caupāī 行が、Caupaī 行（一行が 15 拍からなり、行末の二

音節が短［1 拍］・長［2 拍］である）により置き換わっていることがある。
21 RCM 1.37.4.1; 5.1 には、RCM に用いられる韻律名として、Caupāī, Chaṁda, 
Soraṭhā, Dohā がこの順に挙げられる。この順番は、実際の RCM の一スタンザ

の構成と一致する。
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§5. 語りの枠構造について。RCM 1.30.1–5; 1.35.7–36.1; 1.120.s1 の記述か

らは、『マーナス』をシヴァが作って妻ウマーに聞かせ、それをカーカ

（「烏」）・ブシュンディがガルダに聞かせ、それをヤージニャヴァルキヤ

仙がバラドヴァージャ仙に聞かせ、それを最終的にトゥルスィーダース

が聴衆に聞かせる、という枠構造になっていることが分かる 22。本稿で、

「ガルダよ」（RCM 5.5.3）、「ウマーよ etc.」（RCM 5.3.9; 20.3; 26.7; 34.2, 3）

という、順にカーカブシュンディ、シヴァによる呼びかけが挿入される

個所（おもに、ラーマの偉大さについて訓を垂れる文脈）があるのは、

このためである。 

§6. RCM 全体のあらすじは、主人公である、コーサラ国（その都はアヨ

ーディヤー）のラーマ王子――実際は、信徒の救済のために肉体を纏って

降下した神である――が、自分の妃スィーターを掠奪した羅刹王ラーヴ

ァナ（ランカー島の支配者）と戦って勝利する、というものである。こ

れは勿論、先行する Vālmīki-Rāmāyaṇa や Adhyātma-Rāmāyaṇa と、細部は

ともかく 23 、基本の筋に大きな違いはない。このことは、勿論、RCM が

それらの直訳であることを意味しない。RCM では、Adhyātma-Rāmāyaṇa 

に引き続き、神ラーマに対するバクティ（帰依）と、その名を唱えるこ

とによる救済 24 がより更に強調される。また、RCM では、シヴァがラー

マの信徒であり、ラーマもシヴァを崇敬している描写がなされており、

両者をトゥルスィーダースが崇拝していることは重要である 25。 

 
22 Cf. LUTGENDORF 1991, pp. 24–26; GUPTA 1965, p. 287f. 
23  RCM の筋の、他のラーマ物語の筋との比較は TESSITORI 1911; TESSITORI 
1912–1913; BULKE 1950 の各セクション（Index s.v. Rāmacaritamānasa）; 
VAUDEVILLE 1955; SINGALAVELU 1980; 坂田 1998, pp. 19–33 を、ヴァーリンとス

グリーヴァのエピソードの比較については SRINIVASAN 1984 を、ハヌマーンの

エピソードの比較については LUDVIK 1994 を、RCM 第 5 巻冒頭（本訳冒頭）

で語られる Surasā, Siṁhikā, Laṅkā とハヌマーンが対決するエピソードの比較

については PANDEY 1997 を参照。 
24 特に RCM 1.19.1–28.2 を参照。 
25  ラーマ信仰がシヴァ信仰と密接な関係を持っていることについては、ECK 
1991 を参照。 
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§7. RCM の第 5 巻のあらすじは、以下の通りである。RCM の第 5 巻

「スンダルカーンド」は、内容上、二部に分かれる。ここに訳を発表す

る前半（冒頭から 5.34.5 まで）は、ハヌマーン 26が海を渡ってスィーター

の居所を見つける、という主ラーマにより課せられた任務を果たし、ラ

ンカーに火をつけた上で帰還し、ラーマに労われる、という筋である。

これは、Vālmīki-Rāmāyaṇa critical ed. と Adhyātma-Rāmāyaṇa 第 5 巻「スン

ダラ・カーンダ」全体に大方相当する。一方、後半（5.34.6 から 5.60.d1

［末尾］まで）では、Vālmīki-Rāmāyaṇa critical ed. と Adhyātma-Rāmāyaṇa

の第 6 巻の冒頭に概ね相当する内容が語られる：ラーマたち一行が進軍の

準備をする話が、海に橋を架ける直前の時点まで、ランカー内部の様子

と並行して描写されることになる 27 。前半と後半の切れ目を、

VAUDEVILLE 1955, pp. 219, 228 は RCM 5.34 と 5.35 の間にあるとするが、

内容上より厳密には、Mānasa-pīyūṣa ad RCM 5.34.5, 6 およびその目次 28に

よる区分に従い、RCM 5.34.5 と 5.34.6 との間にあると考えたほうがよい。

§8. 用いたエディションについて。原則として ed. MIŚRA 1962 を底本と

して用い、読みに問題がある場合は他の ed. および写本の読みも挙げた。

他のエディション・写本・訳・注釈、および韻律研究・文法書・辞書等

については、本稿末の略号・引用文献の前に配した「一次文献などの情

報」「工具書の情報」という項目に情報を纏めておいた。

26 ハヌマーンについては、LUTGENDORF 2006 などを参照。
27 VālRām の北方版の第 5 巻は、ラーマの軍勢がランカー島に橋を架けて渡っ

たところまでを含み、第 6 巻は、VālRām critical ed. の 6.16 に当たるところか

ら始まる（GOLDMAN / SUTHERLAND GOLDMAN / VAN NOOTEN 2009, p. 18, n. 2）。

VAUDEVILLE 1955, p. 228 をも参照。RCM の 5, 6 巻の配分は少し異なるものの

これに近いため、トゥルスィーダースが参考にしたラーマ物語の第 5 巻もこ

れに近い内容を含んでいたものと推測される。
28 Mānasa-pīyūṣa は、内容を考慮して、RCM 各巻を細かい Prakaraṇa に分けて

いる。各 Prakaraṇa の名称には、RCM 7.66–68 にある、カーカ・ブシュンディ

がガルダに語ったラーマ物語の梗概の中から、対応する文言が当てられてい

る。
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§9. アワディー語やヒンディー語のデーヴァナーガリー文字による原文

を引用する際は、厳密を期すため、アルファベットへの翻字

（transliteration）を用いた。

§10. 訳語・翻訳スタイルの選択について。RCM 中には、Hanū̆māna,

Hanū̆maṁta（そ れぞれサ ンス クリット語 nom.sg. Hanū̆mān, acc.sg. 

Hanū̆mantam からの借用）といった、「ハヌマーン」を指す異なる複数の

語形があるが、ここでは分かり易さのため、RCM 中で用例が最も多く、

またヒンディー語などで一般に通用してもいる Hanumāna およびその借用

元であるサンスクリット語 Hanumān の音写「ハヌマーン」で統一してみ

た。一方、Jāmavaṁta は、RCM においてはこの形でしか用いられないた

め、借用元のサンスクリット語 Jāmbavant-, acc.sg. Jāmbavantam に寄せた

「ジャーンバヴァント」としてみた。rākṣasa「ラークシャサ、羅刹」と

いう本来の語は稀にしか用いられず、何らかの理由で原則として nisicara, 

nisācara「 （直訳：）夜の徘徊者」が用いられるが、この訳では「羅刹」

と統一した。「猿」を意味する複数の異なる語を全て区別して訳すことは

していない。pres. imper. と fut. imper. の意味差を日本語で十分に再現する

ことも難しい。語りの時制としては過去（p.p.）も現在（原則として pres. 

ind.29 ）も用いられるが、本稿では両者を訳し分けた。sg., pl. および尊敬

の複数（honorific pl.）を、日本語として幾分不自然に聞こえかねない場合

であっても、明示的に訳し分けるように努めた。現代ヒンディー語と同

様に、家族関係を表す語が、実際の血縁でない者に対しても用いられる

（「子よ」「母よ」など）が、これは直訳のままにした。SAKSENA 1937, p. 

244, §294(g), Note では、-ĕsi で終わる 3.sg. の過去分詞が、RCM において

のみ 軽蔑のニュアンスを持つ、とするが、訳に反映させるには至らなか

った 30。訳文のスタイルとしては、原文と照らし合わせた際に文法構造の

29 極稀に pres. part. が用いられることもある。
30 SNELL / TIWARI 2023, p. 42f. は、「in some way aberrant, excessive, or rash」とい

うニュアンスを持つとする。例えば、RCM 5.11.2 sunāĕsi; 5.12.5 samujhāĕsi, 
sunāĕsi; 5.17.5 nāĕsi には、軽蔑のニュアンスを読み込むのは難しい。全容例の

慎重な検討を要する問題である。
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理解を容易にするため、敢えて直訳に近いものを採用した。原文の描写

は簡潔であるが、訳の上で誤解の余地を減らすために、野暮を承知で、

特に人物名と動詞の主語について（）による補足を多めに挿入した。

§11. 詩行番号の付け方について。この翻訳では、訳文の前に、底本とし

た ed. MIŚRA 1962 原文の詩節に対応する番号を付けた：例えば、「5.1.7」

は「RCM の第 5 巻の第 1 スタンザの第 7 Caupāī 詩行」を、「5.3.c2.3.」は

「第 5 巻の第 3 スタンザの第 2 Harigītikā 詩節の第 3 行」を、「5.12.s1.1」

は「第 5 巻の第 12 スタンザの第 1 Soraṭhā の第 1 行」を、「5.33.d1.2」は

「第 5 巻の第 33 スタンザの第 1 Dohā の第 2 行」を、「5.0.ś3.2.1.」は「第

5 巻の冒頭 maṅgala 偈（サンスクリットによる）の第 3 節の第 2 行の後半

31」を指す。

~~~    ~~~    ~~~

日 本 語 訳 

❋❋❋『ララーーママのの行行いいののママーーナナササ湖湖（（精精神神的的湖湖））』 ❋❋❋

第 5 階段：美しいものの巻 32

5.0.33

5.0.ś1.1.1. 静まっており、永遠に在り続けており、測ることができない、

罪を持たない、涅槃の寂静を与える、

5.0.ś1.1.1.2. ブラフマー・シヴァ・コブラたちの王（シェーシャ）によっ

て絶え間なく仕えられるべき、ヴェーダーンタ（ウパニシャッド）によ

って知られうる、遍在する、

31 半分を一行と数えると、第 3 行目に相当する。
32 Sundara-kāṇḍa という章題名における、sundara-「美しい」という語が何を

指すのかという問題があり、複数の説がある（Mānasa-pīyūṣa ad RCM 5.33.1; 
GOLDMAN / SUTHERLAND GOLDMAN 1996, pp. 75–78）。
33 この冒頭の、ラーマとハヌマーンとを称える諸詩節のみが、サンスクリッ

ト語によって書かれている。
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5.0.ś1.1.2.1. ラーマという名の、世界の主であり、神々の師であり、幻力

によって人間となるハリを

5.0.ś1.1.2.2. 私は称える、慈悲の宝庫である、ラグ族の最上者、王たちの

頭頂の宝石を。

5.0.ś2.1.1. 他の望みはない、ラグ族の主（ラーマ）よ、我々の心には。

5.0.ś2.1.2. そして私は真実を述べる：貴方は万物の内なる自己だ。

5.0.ś2.2.1. 帰依を与えよ、ラグ族の雄牛（ラーマ）よ、満ち溢れる［帰依］

を、私に。

5.0.ś2.2.2. そして、［私の］心を、愛欲を初めとする欠点のないものとせよ。

5.0.ś3.1.1. 比類なき力の居場所であり、黄金の山（メール山）のように見

える体を持ち、

5.0.ś3.1.2. 魔族たちという森に対する火であり、知者たちのなかで最初に

数えられるべき者であり、

5.0.ś3.2.1. 全ての美徳の居場所であり、猿たちの主であり、

5.0.ś3.2.2. ラグ族の主（ラーマ）の最上の使者であり、風［神］を父とし

て生まれた者（ハヌマーン）に私は敬礼する。

5.1.
5.1.1. ジャーンバヴァントの素晴らしい言葉たちを聞くと、（その言葉たち

は）ハヌマーンの心に非常に快かった。

5.1.2. 「君たちは私を待っていてくれたまえ 34、兄弟たちよ 35、苦しみに

耐えて、球根・根・実を食べて、

5.1.3. 私がスィーターを見て帰ってくるまで。為すべき仕事が成し遂げら

れるだろう。私には、特に、喜びがある」

34 parikhĕhuは、動詞 parikhai「待つ」< Pkt. paḍikkhai < Skt. prátīkṣate（TURNER

no. 8620）の imper. fut. 2.pl.（未来における時の指定を伴う）である。
35 dir.pl. (/voc.sg.?) bhāī（:: voc.pl. bhāihu RCM 2.190.d1.1 < Apa. °-hŏ, -hu [cf. 
OBERLIES 2005, p. 6, nn. 23–24; p. 8]）が、pl. の人々への呼びかけとして用いら

れているように見える。同様の例として、RCM 4.22.7.2 が挙げられる。
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5.1.4. このように言って、全員に頭を下げて、喜んで行った、心にラグ族の主

（ラーマ）を保持して。

5.1.5.大海の岸辺に、或る一つの美しい山が［あった］。その上に易々と跳

び上がって登った。

5.1.6. 何度も何度もラグ族の勇士（ラーマ）を想起して 176、風［神］の息

子（ハヌマーン）は、大きな力で跳び上がった。

5.1.7. ハヌマーンが足を置いてから進んだその山は、パーターラ（地下世

界）36へと即座に行ってしまった。

5.1.8. ラグ族の主（ラーマ）の必中の矢が［進む］如くに、ハヌマーンは

進んだ。

5.1.9. 海は、［彼を］ラグ族の主（ラーマ）の使者であると考えて、（言っ

た：）「お前は、マイナーカ［山］よ、疲れを取り去る者となれ」。

5.1.d1.1. ハヌマーンは彼（マイナーカ［山］）に手で触れた。そして（彼

は）礼をした：

5.1.d1.2.「ラーマの仕事を為すことなしには、私にはどこに（どうして）

安らぎがあろうか」（と言って）。

5.2.
5.2.1.風［神］の息子（ハヌマーン）が行くのを神々は見た。（神々は、ハ

ヌマーンの）特別な力・知性を知るために、

5.2.2. スラサーという名の、蛇たちの母を遣わした 37。（スラサーは）やっ

て来て、彼に言葉を話した：

5.2.3.「今日、神々は私に食事をくれた 38 」。（その）言葉を聞くや、風神

の息子（ハヌマーン）は言った：

36 地下にある七つの世界、或いは、その地下七世界のなかでも最下層の世界

を指す。詳細は、HOPKINS 1915, pp. 61, 111, 210; KIRFEL 1920, p. 143–147; KIRFEL

1954, p. 294a s.v. Pātālaを参照。
37 アワディー語では、動詞語根 √bhēj「送る」（TURNER no. 9603; RCM に例な

し）は原則として用いられず、本個所のように √paṭhā̆v「送る」（TURNER no. 
8607.4）が標準的に用いられる。
38 Cf. RCM 4.27.2.2 (SNELL / TIWARI 2023, p. 365, note ad loc.).
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5.2.4.「ラーマの仕事を為しとげた後、私は戻って来る。私はスィーター

の無事を主に聞かせるのだ。

5.2.5. そうすれば、私は戻って来て、お前の口に入るであろう。私は真実

を述べている（私はこのように誓う）。私を行かせてくれ、母よ。

5.2.6.（ハヌマーンの）いかなる尽力によっても、（スラサーはハヌマーン

を）行かせない。「お前は食らわぬか（食らうがよい）、私を」［と］言っ

た、ハヌマーンは。

5.2.7.彼女は口を（1）ヨージャナいっぱいに拡げた。猿は体を二倍の大き

さにした。

5.2.8. 彼女は口を 16 ヨージャナにした。すぐに、風［神］の息子は 32

［ヨージャナ］になった。

5.2.9. スラサーが口を大きくするたびに、その二倍の姿を猿は見せた。

5.2.10.彼女は口を百ヨージャナにした。（すると、）非常に小さい姿を、風

［神］の息子（ハヌマーン）はとった。

5.2.11. （ハヌマーンは）口に入ってから、また外に出てきた 39。（彼は彼

女に）別れを乞うた 40。（彼は）彼女に頭を下げた。

5.2.12.「私を神々がそれのために遣わした 37ところの、お前の知性・力の

真髄を、私は心得た。

5.2.d1.1. ラーマの仕事を全てあなたは為し遂げるでしょう。あなたは知

性・力の宝庫だ」［と］

5.2.d1.2. 祝福 41を与えて彼女は去った。喜んで進んだ、ハヌマーンは。

39 これによってハヌマーンは、スラサーの口に入るという誓い（RCM 5.2.5）
を果たしたことになる。
40 本箇所 RCM 5.2.11.2 māgā bidā および 2.77.2.2 bidā taba māgā（もし māgā が

māga pres.ind. 3.sg. でなければ）では、女性名詞 bidā と p.p. masc. sg. māgā の

性が一致していないことが問題となる（SNELL / TIWARI 2023, p. 367, note ad 
loc.）。bidā √kar の諸例（1.62.d1.2; 1.102.d1.2; 1.103.2.2; 1.225.8.2; 2.102.d1.2;
2.104.8.2; 2.109.d1.1; 2.133.d1.1; 2.136.3.1; 2.146.2.1; 2.271.8.2; 2.286.d1.1;
2.318.4.2; 2.318.7.2; 2.318.d1.2; 2.320.1.1; 7.18.d2.2）にも、類似の問題がある。
41 āsiṣa「祝福」は Skt. āsiṣ- acc.sg. āsiṣ-am からの借用語である。なお、RCM 
では、それに並んで、本来語である asīsa f.「祝福」も用いられる。これは、

< Pkt. āsīsā- f. (PISCHEL 1900, p. 290, §411; CCDPL s.vv. āsīsa-, āsīsā-°; PSM s.v. 



15

印度民俗研究第 24 号

15 

5.3.
5.3.1. 或る一人の羅刹女 42が、大海の中にいる。（彼女は）幻術をなして、

空の鳥を摑まえる。

5.3.2. 空を飛ぶ生き物の映った影を水中で見て、

5.3.3. （彼女は）影を摑まえる。（すると、）それは飛ぶことはできない。

そのように、（彼女は）いつも鳥たちを食べている。

5.3.4. まさにその罠をハヌマーンに対して（彼女は）なした。彼女の欺計

に、猿は即座に気づいた。

5.3.5. 彼女を殺して、風［神］の息子である勇士（ハヌマーン）は、海の

向こうに行った、知性ある賢い者は。

5.3.6.そこに行って、（ハヌマーンは）森の美しさを見た：蜂たちは、蜜を

欲しがってブンブン音をたてている。

5.3.7.様々な素晴らしい木・実・花、鳥・獣の集まりを見ると、（それらは

ハヌマーンの）心にとって喜ばしかった。

5.3.8. （ハヌマーンは）前に一つの大きな山を見て、その上に走って登っ

た、恐れを捨てて。

5.3.9.ウマーよ、（これは）猿の偉大さでは決してなく、カーラ（死神・破

壊神としての「時」）をも食らう 43主の威力なのだ 44。

āsīsā-); Pāli āsiṁsā- / āsīsā- (CPD s.v. āsiṁsā-; DoP s.vv. āsiṁsā-, āsīsavaca-,
āsiṁsavacana-) < Skt. āśíṣ- × āśaṁsā-（cf. CPD s.v. āsiṁsā-）に遡る。また、RCM 
では、動詞形 √asīs, asīsa-i（= Rājasthānī, Hindī, Bhojpurī √asīs）「祝福する」も

用いられる。これは、< Pāli āsiṁsati / āsīsati (CPD s.v. āsaṁsati; DoP āsiṁsati) <
Skt. ā́śaṁsati に遡る。上掲の New Indo-Aryan の語彙は TURNER no. 1457 āśíṣ- の
項目には挙がらないが、規則的な、語頭音節の母音の prosodic な短縮（e.g. 
Skt. ābhīra- > Old Awadhi [RCM 7.117.6] ahīra, Hindī etc. ahīra [TURNER no. 1232];
Skt. āṣāḍha- > Hindī etc. asāṛha [TURNER no. 1473]）を経た本来語と考えられる。
42 ここでは名前が明示されていないが、VālRām 5.1.166; AdhyRām 5.1.35 では

Siṁhikā- と呼ばれている。
43 同様の表現が RCM 6.84.6.2; 6.66.2.1 にも見られる。
44 この RCM 5.3.9 、および RCM 6.84.6; RCM 6.66.2.1 では、主が「カーラ

（時・死）を食らう」と言われている。これは、通常はカーラ（時・死）が

人を食らう、つまり死なしめる（e.g. RCM 2.47.d1.2）ものであるが、神であ
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5.3.10.（ハヌマーンは）山に登ってランカーを見た。述べられ得ない、偉

大な砦は。

5.3.11.（砦は）非常に高い 45。海が四方にある。黄金の城塞には最上の輝

きがある。

5.3.c1.1.46  色とりどりの宝石で作られた黄金の城塞 47 、密集した美しい

家々、

5.3.c1.2. 四叉路・市場・良い道・小道たち［がある］。優美な都城は、

様々な形にできている。

5.3.c1.3. 象・駿馬・騾馬の集まり、歩兵・戦車の集まりたちを、誰が数え

られよう。

5.3.c1.4. 多様な姿をした羅刹たちの群れ、非常に力強い軍は、描写できな

い。

5.3.c2.1. 森・庭園・付属庭園・囲われた庭園・池・井戸・（階段付きの）

大井戸が綺麗である。

5.3.c2.2. 人間・ナーガ・神々・ガンダルヴァの娘たちが、美しい姿によっ

て、聖者たちの心を魅了している。

5.3.c2.3. どこかで、体が大きく、山のごとくで、非常に力が強い力士たち

が咆哮している。

5.3.c2.4. 様々な競技場で彼らはぶつかっている、様々なやり方で。彼らは

互いに威嚇しあっている。

5.3.c3.1. 恐るべき身体を持つ幾千万の戦士たちが、努力して、街を四方で

守っている。

5.3.c3.2. どこかで、水牛・人間・雌牛・驢馬・山羊たちを、悪しき羅刹た

ちは食べている。

るラーマには、そのカーラ（時・死）をも食らう威力があることを謂うもの

である。更に RCM 1.225.7.1; 3.19.10; 4.7.29; 5.22.9; 5.39.1 とも比較のこと。
45 utaṁga < Apa. uttaṁga- (CCDPL s.v.) < Pkt. = < Skt. uttuṅga- (TURNER no. 1794).
46 本詩行 5.3.c1.1. の前半は、2 拍不足している。
47 RCM においては、Harigītikā の最初の行は、原則として、直前の Caupāī 詩
行の文言の一部を、そのまま（或いは言い換えて）繰り返す。本個所もその

例に数えられる：5.3.11.2 kanakakoṭa = 5.3.c1.1 kanakakoṭa。



17

印度民俗研究第 24 号

17 

5.3.c3.3. トゥルスィーダースは、この彼らの話を少し語ったのだ、

5.3.c3.4. ラグ族の英雄（ラーマ）の矢という渡し場（聖地）で体を捨てる

際に、彼らは（解脱の）道へ確実に入るであろう 48から。

5.3.d1.1. 都城の多くの守り手たちを見て、猿は心で考えた：

5.3.d1.2.「非常に小さい姿を私は纏おう。夜に、街に侵入しよう」。

5.4.
5.4.1. 蚊に等しい姿を猿は纏って、ランカーに行った、人獅子（ヴィシュ

ヌのアヴァターラの一つ）を念想して 49。

5.4.2. 名はランキニーという、一人の羅刹女が［いた］。彼女は言った：

「お前は進んだ、私を無視して。

5.4.3. お前は知らなかったのだ、私の秘密を、悪漢よ：泥棒である限り、

（それが）私の食糧なのだ 50」。

5.4.4. 偉大な猿は、拳 51を打ちつけた。（彼女は）血を吐きつつ 52地面に転

がった 53。

5.4.5. そのあと、そのランカー（= ランキニー）は、体勢を立て直して 176

立ち上がった。（彼女は）手を合わせて、恐れつつ歎願する：

5.4.6. 「ラーヴァナにブラフマーが望みのものを与えた 54時、去りつつ、

ブラフマーは、私に徴しを述べました：

5.4.7. 『猿に殴られて、お前は動転する。その時、羅刹たちが根絶やしに

されたものと知れ』。

48 ラーマの必中必殺の矢には、それを受けて死んだ者を天界に送る、あるい

は解脱させる効力があることを述べている。それゆえ、矢が渡し場（聖地）

に例えられている。この観念は、RCM 1.205.3; 3.23.4.2 などにも見られる（更

に RCM 3.27.14–17; 6.114.9–10 をも参照）。
49 実際にその名（を含む文言）を唱えもした可能性がある、cf. RCM 1.27.d1.1.
50 つまり：泥棒のようにランカーに忍び込む者は皆、私の食べ物だ。
51 左の拳、cf. VālRām 5.3.19 の後の Appendix I, No. 1, l. 41; AdhyRām 5.1.46.1。
52 血を吐く描写は AdhyRām 5.1.46 より採っている、PANDEY 1997, p. 240。
53 本個所の √ḍhanaman「転がる」について、Hindī ḍhanamanānā, ḍhunamuniyā
（ŚYĀMASUNDARADĀSA et al. 1965–1975 s.vv.）を参照。
54 ラーヴァナの苦行の話（RCM 1.177.1ff.; 7.14.4）が言及されている。
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5.4.8. 我が子よ、私にとっての非常に大きい福徳です、私が眼でラーマの

使者を見る［ことは］55。

5.4.d1.1. 我が子よ、天界・解脱の幸福が、秤の一方のうでにかけられると

しよう。

5.4.d1.2. （それら）一切が集まって［も］、たった一瞬の正しい人々との

交わりによる幸福とは釣り合わない 56。

5.5.
5.5.1. （ランカーの）街に入って、全ての為すべき仕事を為してください、

心にコーサラの都城の王（ラーマ）を保って」。

5.5.2. 毒は甘露［となる］、敵は友人関係をなす（友となる）、海は牛の足

跡（に溜まった僅かの水 57）［となる］、火は涼しさ［となる］、

5.5.3. ガルダよ、スメール［山］は塵の如く［となる］、ラーマが慈悲をか

けて見たその人にとっては 58。

5.5.4. 非常に小さい姿をハヌマーンは纏った。（彼は）街に入った、神を念

想して 49。

5.5.5. （彼は）館また館を調査して 59、あちこちに数えきれない戦士たち

を見た。

5.5.6.（彼は）行った、十の顔を持つ者（ラーヴァナ）の館の中に。それ

（館）は、非常に色とりどり（驚くべきもの）で、述べられ得ない。

55 或いは：私には非常に大きい福徳がある、私が眼でラーマの使者を見る

［とは］。
56 Mānasa-pīyūṣa ad 5.4.d1, Noṭa 2 の 指 摘 す る 通 り 、RCM 5.4.d1 は

BhāgavataPurāṇa 1.18.13 と文言が共通しており、その翻案の可能性がある。
57 Cf. RCM 1.119.4.2; 2.231.2.1; 5.5.2.2; 7.129.6.2; VālRām. 5.34.7; 6.77.11 etc.
58 RCM 5.5.2–3 を、教訓的台詞 RCM 3.2.5.2–8.2（カーカブシュンディからガ

ルダへ、cf. Mānasa-pīyūṣa ad 5.5.2–3, Ṭippaṇī 1）および RCM 1.175.d1.1 （ヤー

ジニャヴァルキヤからバラドヴァージャへ）と比較のこと。
59 本訳では、ed. MIŚRA 以外の諸 ed.（Mānasa-pīyūṣa; ed. ŚYĀMASUNDARADĀSA;
ed. CAUBE; ed. VĀJAPEYĪ; ed. GUPTA; ed. ŚUKLA et al. 1973）が異読無しで kari
（absol.）としているのを採用して訳した。一方、誤植の可能性が拭い切れな

い ed. MIŚRA kara（異読無し）を採るならば、「調査する。（彼は）...」となる。
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5.5.7. 猿は、彼（ラーヴァナ）が横になっているのを見た 。館の中に、ヴ

ィデーハの王女は見えなかった。 

5.5.8. すると、或る一つの美しい館が見える。（持ち主は）ハリ（ヴィシュ

ヌ）の神殿をそこに別に作っていた 60。 

5.5.d1.1. 家は、ラーマの武器 61 によって印づけられていた。（その）美し

さは、描写され得ない。 

5.5.d1.2. 新しいトゥルスィー（カミメボウキ Ocimum sanctum62）の集まり

をそこに見て喜んだ、猿たちの王（ハヌマーン）は。 

 

5.6. 

5.6.1. 「ランカーは羅刹たちの群れの住処である。ここでは、どこに正し

い人々（信徒たち）の住みかがあるというのか」 

5.6.2. ［と、］心の中で、猿は思案をし始めた。その時、ヴィビーシャナは

目覚めた。 

5.6.3.「ラーマ、ラーマ」とかれは念想した（声に出して唱えた）63 。猿

は、心で喜ぶ 64 ――（猿は）正しい人（信徒）に気づいた： 

5.6.4.「この人と何としても知り合いになろう。正しい人（高徳の人）に

よって、（ラーマの為になすべき私の）仕事に、害が生じることはない」。 

5.6.5. （猿は）婆羅門の姿を纏って、言葉たちを聞かせた（呼び掛けた）。

聞くや、ヴィビーシャナは立ち上がって、そこにいらっしゃった。 

 
60 p.p. dir.sg. masc. と解した。「作（ってい）る」（pres. ind. 3.sg.）は不自然か。 
61 ラーマの弓矢をいうものと推測される。詳細は、Mānasa-pīyūṣa ad loc. 参照。 
62  邸宅の外（空）から見える部分、おそらく中庭に、ヴィシュヌあるいはそ

のアヴァターラ（権化）であるラーマに捧げられる聖なる植物であるトゥル

スィーが新たにお供えしてあるのが見えたので、その家の主は日々ヴィシュ

ヌ＝ラーマを祭っている敬虔な信徒であると分かった、ということ。Mānasa-
pīyūṣa ad loc.（RCM 7.29.6; Rāmapaṭala; Mahāśivasaṁhitā などを挙げる）をも参

照。この植物について、マジュプリア 1996, pp. 6, 62–72, 74; 西岡 2002, pp. 50–
52; 西岡 2003, pp. 193–196; 井田 2008 などを参照。 
63 ラーマ信者は、見覚めるとラーマの名を唱える。この例として、他に RCM 
1.60.3 がある（Mānasa-pīyūṣa ad loc., Ṭippaṇī 1）。 
64 或いは：心に喜びが［生じた］／心の喜びと共に、 
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5.6.6. （ヴィビーシャナは）敬礼して、息災（であるか）を尋ねた 65： 「婆

羅門よ、自分の話を、説明して語ってください。

5.6.7. あなたはハリ（ヴィシュヌ）の僕（信徒）たちの中の誰かですか？

私の心には、非常な好感があります。

5.6.8. 或いは、あなたは哀れな者を愛するラーマで、私を幸運な者となす

ためにやっていらしたのですか？」。

5.6.d1.1. そこで、ハヌマーンは語った、全てのラーマの話と、自分の名前

を。

5.6.d1.2. 聞くや 66、両人の体は、喜びで総毛だった。心は没頭していた、

（ラーマの）美徳の集まりを思い浮かべて。

5.7.
5.7.1. （ヴィビーシャナは言う：）「お聞き下さい、風［神］の息子よ。

我々67の暮らしは、歯たちの中にある哀れな舌のようです 68。

65 これは、古代インドにおける挨拶の通常の手順である。
66 或いは：聞きつつ。
67 ヴィビーシャナを含むハリの信徒たちを指す。
68 この RCM 5.7.1.2 jimi dasananhi mahu jībhi bicārī とかなり似た諺が、現代の

標準ヒンディー語・アワディー語などに存在する： dushmanoṅ meṅ yūṅ rahiye, 
jaise battīs dāṅtoṅ meṅ zabāṅ (FALLON 1886, p. 76b); duśmanoṁ meṁ yoṁ rahiye, 
jaise battīsa dāṁtoṁ meṁ jībha (KHATRĪ 1913, p. 172b); duśmanoṁ meṁ aise rahe, 
jaise dām̐toṁ meṁ zabāna (NARAVAṆE 1983, p. 38); Avadhī dusmana ke bīca maṁ
ja'ise dāṁtana maṁ jībha kī taraha rahai ka parata (ŚUKLA 2002, p. 305b); Bundelī 
jībha kaiso rahabo hai (GUPTA 1952, p. 135); battīsa dām̐ta meṁ jībha (KHATRĪ 1913, 
p. 215b; TIVĀRĪ 1985, p. 787a); battīsana meṁ jībha (ŚARAṆA 1989, p. 214a); Bundelī 
battīsa dām̐tana meṁ jaiseṁ jībha (GUPTA 1952, p. 234); Avadhī battīsa dām̐tana ke 
bīca mā jībha (TIVĀRĪ 1985, p. 787a); battīsa dām̐toṁ meṁ jībha akelī (TIVĀRĪ 1985, 
p. 787a); (kisī kā) dām̐toṁ meṁ jībha sā honā (ŚYĀMASUNDARADĀSA et al. 1965–1975
s.v. dām̐ta, muhā°); (kisī kā) dām̐tōṁ meṁ jībha kī taraha hōnā (VARMMĀ et al. 1962–
1966, vol. 3, p. 43a, s.v. dām̐ta); dām̐toṁ meṁ jībha / zabāna kī taraha hōnā,
(MCGREGOR 1993, p. 487b, s.v. dām̐ta); dām̐tōṁ ke bīca jībha kī taraha rahanā
（AGRAVĀLA 1969, p. 346a = 1988, p. 512a; 古賀／高橋 2006, p. 642, s.v. dām̐ta）;
jībha jaisā rahanā sabake basa kā nahīṁ hai（TIVĀRĪ 1985, p. 507a）; Mevātī dām̐tā 
bacalī jībha hvei ne reṇo hai (TIVĀRĪ 1985, p. 787a); Mālavī do moṭā bace īṁṭa na 
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5.7.2. 友よ、一体、私を庇護者（主）のない者と知って、慈悲をかけてく

ださるでしょうか、太陽の家系の主（ラーマ）は？

5.7.3. タマス（闇質）からなる身体 69には、方法 70が何一つない。（ラーマ

の）蓮の花のような足 71に対する愛情は心の中にない。

5.7.4. 今や私に信（頼）が生じました、ハヌマーンよ。ハリの慈悲なくし

ては、正しい人（信徒）たちが見つかることはない［から］。

dām̐tā bace jība (TIVĀRĪ 1985, p. 787a); Kumaun / Garhwal dāṁtana kā agāṛi jībha 
sayāṇi (GANGÁ DATT UPRETI 1894, p. 262, no. 19); Gujarati battīsa dāṁta vacce 
jībhane dāṁtathī vera (NARAVAṆE 1979, p. 162)。ṬAṀḌANA 1974–?, part 5, p. 834b 
にも、dām̐toṁ meṁ jībha-sā hoṁnā が挙げられるが、典拠となる個所は挙げて

くれていない。なお、本箇所 RCM 5.7.1.2 とほぼ同文である jimi dasanana 
mam̐ha jībha bicārī が諺辞典（MIŚRA / MIŚRA 1965, p. 342［Śāhābāda 地区南部］;
TIVĀRĪ 1985, p. 491a; NARAVAṆE 1983, p. 653［Śāhābāda 地区］）に収録されてお

り、RCM 本個所が諺として流通するようになっていることを示す。この諺は、

敵に囲まれて用心深く暮らす人についていうものである。歯という硬く噛み

切ってくる存在に取り囲まれて、柔らかい舌は外に出れずになす術がなく、

ものをいうこともできない、という含意と思われる。この諺の RCM より古

い例を現時点で見つけられていないため、RCM の用法が後に拡がった可能性

を排除はできないものの、Tulasīdāsa が既存の諺を用いた可能性のほうがより

自然とは思われる。このように諺が用いられる例は、RCM 中の他箇所にも見

られる（e.g. 2.55.3.2）。
69 羅刹の身体は「タマス（闇質）的」であると言われる（RCM 1.122.5; 3.23.5; 
5.7.3; 5.45.8）。羅刹であるラーヴァナとヴィビーシャナの自己認識によれば、

「タマス（闇質）的」な身体は、主に対する帰依・愛（RCM 3.23.5; 5.7.3）が

不可能であり、悪を欲する（5.45.8［cf. 6.104.c1.3］）。ラーヴァナは、RCM 
3.23.4 で、ラーマが単なる人間ではなく神が降下した存在である可能性を予

感し、敵対してその矢により殺されることによる解脱を望んでいる（これは

実現する、cf. RCM 1.124.2; 6.104.c1.4–d1; 6.114.9–10）。彼の「タマス的身体」

には帰依は生じないであろうからである（RCM 3.23.5）。主に殺されれば解脱

が得られ、人間の王なら勝利するであろう、と考える（3.23.6）。これは

AdhyRām 3.5.57–61（cf. AdhyRām 5.6.30–32）が元になっており、VālmRām に
は見られない要素である。
70 あるいは：修行／（宗教的）成就 ?
71 この頻繁に見られる比喩の古い例（Skt.）は、SYED 1990, pp. 658, 679 に挙が

る。
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5.7.5. ラグ族の英雄（ラーマ）が親切をなしたから、貴方が私に、必然的

に姿を見せたのです」。

5.7.6. （ハヌマーンは言う：）「お聞き下さい、ヴィビーシャナよ。主のや

り方なのです、常に、仕えるものに愛情をお掛けになる［というのは］。

5.7.7. 言ってください：私は誰か最上の家系の者でしょうか？落ち着きな

く動き回る猿であって、あらゆる点で劣っています。

5.7.8. 朝に私たちの名前を口にすると、その日、その人は食べ物を得られ

ない 72。

5.7.d1.1. そのように私は最も卑しいのです、友よ、聞け。（そのような）

私にもラグ族の英雄（ラーマ）は

5.7.d1.2. 慈悲をかけました」。（ラーマの）美徳を想起して、（ハヌマーン

の）両眼は涙で一杯になった。

72 ハヌマーンは通常自分のことを単数で指すので、ここでは pl.「我々」は彼

自身を含む猿という種族全体を指していると理解される（Mānasa-pīyūṣa ad 
loc., Ṭippaṇī）。要するに、猿を指す通常の語（baṁdara, bānara など）が、朝

においては忌み言葉であり、もし朝にその語を口にしてしまった場合、その

日は一日断食をしないといけなくなる（GROWSE 1883 訳 “go fasting for the 
whole day”）、という、Tulasīdāsa の時代の北インドで実際に行われていたと思

われる慣習に言及しているものと思われる。TIVĀRĪ / NAUṬIYĀLA 2007, p. 128 
をも参照。これと同じ習慣が、COCKBURN 1884, p. 124a §933、および、現代ウ

ッタルプラデーシュの実例付きで GAṀGĀDĀSA 1969, vol. 5, p. 25 の RCM 本箇

所への注において報告されている。猿（を含む幾つかの動物）の名前が、特

に朝にタブーになっているという現代の例の他の報告として、ELLIOT 1884; 
D’GRUYTHER 1885; CROOKE 1884; CROOKE 1891a; CROOKE 1891b; CROOKE 1894, p. 
218 = CROOKE 1896a, p. 54; CROOKE 1896b, p. 249 §17; AHMAD 1890, p. 131a; KASHI 

NÁTH 1894 などがある。既に Varāhamihira Br̥hatSaṁhitā ed. AvadhaBihārī 
TRIPĀṬHĪ 85.42 = Varāhamihira Br̥hadYātrā ed. PINGREE 23.38 ≈ AgniPurāṇa ed. 
Rajendralal MITRA 230.29cd–30ab ~ NāradaPurāṇa 1.56.701; Varāhamihira Yogayātrā 
ed. Rāmacandra JHĀ 14.4cd = in Utpala ad Br̥hatSaṁhitā 85.42; Varāhamihira 
Tikanikayātrā ed. Vasant Kumar R. Pandit 9.22; Aṣṭāṅgahr̥daya ed. KUṆṬE / NAVARE /
PARĀḌAKARA Nirṇaya-Sâgar 1939, Śārīrasthāna.6.26 などにおいて、猿・熊の名を

口にすることは不吉とされているが、朝という限定はなく、断食への言及も

ない。
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5.8.
5.8.1.「 （そうと）知っていながらも、そのような主を忘れてうろつき回っ

ている者たちは、どうして苦しくならないのだろうか」

5.8.2.このようにラーマの美徳の集まりを語りつつ、（二人は／ハヌマーン

は）言葉では言い表せない安らぎを得た。

5.8.3. すると、全ての話をヴィビーシャナは話した、どのような様子でジ

ャナカの娘がそこで過ごしているか［という全ての話を］。

5.8.4.そこでハヌマーンは言った：「聞け、兄弟よ。私は見たい、母なるジ

ャーナキー（ジャナカ王の娘 = スィーター）を」。

5.8.5. （そのための）方策を、ヴィビーシャナは全て聞かせた。風神の息

子は、暇乞いをさせて 73、進んだ。

5.8.6. まさにその（以前と同じ、蚊のように小さな）姿をとって、再び行

った、アショーカ樹の森のなかでスィーターがいるところに。

5.8.7. （スィーターを）見て、（ハヌマーンは）心の中で礼をした。（スィ

ーターは）座った状態のままで、夜のヤーマ 74は過ぎていく。

5.8.8. （スィーターの）体は痩せていて、頭には一本の編んだお下げ髪が

ある 75 。（彼女は）唱え続けている、心で、ラグ族の主（ラーマ）の美徳

の並びを。

73 つまり：ヴィビーシャナのほうを去らせて。
74 1 ヤーマは一日の 1/8 に相当する時間の単位であり、夜は 3 ヤーマからなる、

cf. PW s.v. 3. yāma-, 1)c); s.v. triyāma-。時間単位については更に、HAYASHI 2017 
を参照。
75 一本の veṇī-「編んだお下げ髪」は、愛する夫から離れている時の、貞節な

女性の髪形である、cf. VālRām 5.13.24; 5.17.18; 5.18.8; 5.23.9; 5.26.17; 5.55.27; 
5.57.12 ≈ 5.63.13; 6.24.32; 6.68.9（cf. jaṭilā-「結髪の」MBhār 3.275.9; 266.58）。
上述箇所以外にも更に、MBhār 3.265.25; VālRām 2.100.8 ~ Harivaṁśa Poona 
critical ed., p. 97b, Adhy. 82 の後の挿入詩節, Appendix no. 18, l. 499; Harivaṁśa 
Poona critical ed. 91.13; 92.26; PW s.vv. veṇi- 1), ekaveṇi-; Nāṭyaśāstra (ed. GHOSH.
Calcutta 1967) 23.69 ≈ (ed. M. RAMAKRISHNA KAVI, Vol. III. Oriental Institute, Baroda, 
1954) 22.74cd‒75ab; Caturbhāṇī IV.66; Vasudevahiṇḍī p. 35, ll. 5–10; 
Daśakumāracarita (cf. BOLLEÉ 2008, p. 17 [s.v. hair planted in a single braid]); 
Kathāsaritsāgara ed. Nirṇaya-Sāgara 1915, 14.2.77, 113–114 (cf. BOLLEÉ 2015, p. 141
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5.8.d1.1 （スィーターは）自分の足に目をやって、心はラーマの蓮のよう

な足に没頭している。

5.8.d1.2 ジャナカ王の娘（スィーター）が哀れであるのを見て、風神の息

子（ハヌマーン）は非常に苦しくなった。

5.9.
5.9.1. （ハヌマーンは）木の若葉の中に隠れて 76いた 77。（ハヌマーンは）

考える：「何を私はしたらよいだろうか、兄弟よ 78」。

5.9.2. その時、ラーヴァナがそこにやって来た、多くの女性たちと共に、

（多くの）装飾をした状態で 79。

5.9.3. 多くのやり方で、悪漢は、スィーターを説得しようとした。懐柔

［策］・贈与［策］・恐迫［策］・離間［策］80を示した。

+ n. 478 [s.v. eka-veṇī]; p. 200 + n. 705 [s.v. hair]); Mahāvastu 2.174.18; 2.176.9; VYAS

1967, p. 100, ll. 7–9; p. 220, ll. 15–22; BHATTACHARYA 1971, pp. 88‒90 を参照。こ

の一本の veṇī-「編んだお下げ髪」は、戻ってきた愛する夫により解かれるこ

とになる（VālRām 6.24.32; Vasudevahiṇḍī p. 35, ll. 5–10; KathāSaritSāgara ed. 
Nirṇaya-Sāgara 1915, 14.2.113–114 [cf. BOLLEÉ 2015, locc. cit.]）。夫と離れている

悲しみで、スィーターは食事を殆ど取らない（VālRām 5.11.54; 5.17.19; 5.18.8;
4.62.7–10 [cf. LEFEBER 1994, pp. 14, 349f.; POLLOCK 1991, p. 332]）ので kr̥śā-「や

せ細っている」（VālRām 5.13.22 [GOLDMAN / SUTHERLAND GOLDMAN 1996, p. 
392], 25; 5.17.19; 5.22.14; 5.26.13; 5.55.27; 5.63.24; MBhār 3.265.30; 3.266.58; cf. 
STERNBACH 1974–2007, vol. 3, p. 1265b, no. 5261）。以上のような、夫が家を空

けている時に妻がとるべき振る舞い（質素な服装 etc.）などについては、上

述の諸文献の他に、KāmaSūtra 4.1; KANE 1941, pp. 565–567 などをも参照。
76 lukā-i は動詞 √lukā lukā-i「隠れる」（p.p.: nom.pl. masc. lukāne RCM 1.255.2.2;
1.268.3.2; 7.31.4.1）の absol. である。
77 スィーターは木の下におり、ハヌマーンはその木の上にいる。
78 Mānasa-pīyūṣa ad loc., Noṭa 3 は、bhāī「 （直訳：）兄弟よ！」が自分の心に対

する呼びかけとして用いられているという例を複数挙げるが、その中で確実

かつ本個所と文脈が共通するものは RCM 1.52.4.2 である。RCM 5.13.7.2 も同

様の例である可能性がある。
79 或いは：（多くの）装飾をした多くの女性たちと共に。
80 Arthaśāstra 1.13.25; 2.10.47; 7.14.11; 7.16.3; 9.5.9–6.62; 9.7.68–80; 11.1.3; 
ManuSmr̥ti 7.107–109, 159, 198 などより見られる、4 つの upāya-「方策」（cf. 
PW s.v. 3. sāman- [MBhār 3.122.17; 5.127.14–15 etc.]; KANE 1946, pp. 171–175; 
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5.9.4. ラーヴァナは言う：「聞け、美しい顔の女よ、知恵ある女よ。マンド

ーダリーを初めとする全ての王妃たちを

5.9.5. お前の従者に私はしよう。（それが）私の誓いだ。一度（だけでも）

私の方を見てくれ」。

5.9.6. 草を（顔の）覆いとして持って 81、ヴィデーハの王女（スィーター）

は言う、最高に愛情深いアヨーディヤーの主（ラーマ）を想って：

5.9.7. 「聞け、十の顔を持つ者よ！蛍の光（＝ラーヴァナ）によって、一

体、蓮の花 82（＝私スィーター）が花開くとでもいうのか 83。

SCHARFE 1989, pp. 206, 209f.; OLIVELLE et al. 2015, s.vv. upāya-, dāna-, bheda-,
sāman-; GOLDMAN / SUTHERLAND GOLDMAN 1996, pp. 414 [ad 5.21.35]; 448 [ad 
5.34.16]）が列挙されている。RCM 4.19.2, 7; 6.38.9 にも登場する。ラーヴァナ

は王としてこの手の方策をよく心得ていたものと思われる。
81 Cf. VālRām 5.19.3; MBhār 3.265.17c; AdhyRām 5.2.31. この所作の意味について

は、PISCHEL 1908, p. 455 (= 2020, vol. 2, p. 1043); GOLDMAN / SUTHERLAND

GOLDMAN 1996, p. 406f. ad loc. の議論（文献付き）を参照のこと：妻が夫（等

の近い親族）以外の男に直接見られることは望ましくない（e.g. VālRām 
6.102.19–31 [cf. GOLDMAN / SUTHERLAND GOLDMAN / VAN NOOTEN 2009, p. 1426,
ad 19]）ので、草を象徴的なパルダーとしている。さらに、相手を拒否してい

る仕草、相手を草に等しい（取るに足らない）とみなす仕草とも考えられる。
82 nalinī- について、SYED 1990, pp. 649–651 を参照。
83 ラーヴァナが弱い光を放つ蛍に、ラーマが太陽に、スィーターが蓮の花

（朝の昇る太陽によって花開く）に喩えられており、ラーマでなくてはスィ

ーターの心を開かせることができないことを謂っている。ラーマの輝きの前

ではラーヴァナの輝きは霞んでしまう。RCM 5.9.d1 をも参照。この比喩は、

太陽＝夫が蓮＝妻を花開かせるという Skt. 文献に見られる比喩（SYED 1990, p. 
649［Indische Sprüche vol. 1, p. 362f., no. 1877 (cf. Śiśupālavadha 9.11; Indische 
Sprüche vol. 3, p. 157, no. 5419)］）を踏襲している。ここでは、nalinī「蓮」が

f.、太陽（e.g. bhānu）と khadyota「蛍」が m. というように、比喩と比喩対象

の性が正しく一致している。ラーマ＝太陽とする比喩は、ラーマが

Sūryavaṁśa「太陽の家系」に属することからも、適切といえよう。この比喩

は、VālRām, AdhyRām の対応箇所におけるスィーターの台詞には現れない。

Mānasa-pīyūṣa ad loc. 訳への footnote * が指摘する通り、Prasannarāghava 6.28 の

翻案と思われる。更に、Prasannarāghava におけるこのスィーターの台詞に対

するラーヴァナの返答（ (sakrodham) āḥ pāpe ... 以下）は、おおまかにではあ

るが RCM 5.9.d1 に対応するであろう。
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5.9.8.84 そのように心で理解せよ」。ジャナカ王の娘（スィーター）は言

う：「悪漢よ、（お前は）知らないのか 85、ラグ族の英雄（ラーマ）の矢を。

5.9.9. 悪漢よ、お前は人のいないところで奪って連れて来た、私を。最も

卑しい者よ、恥知らずな者よ、恥は無いのか 86、お前には」。

5.9.d1.1. 自分（ラーヴァナ）を蛍に等しいといい、ラーマを太陽に等しい

というのを聞いて、

5.9.d1.2. 厳しい言葉を聞いて、（ラーヴァナは）剣を抜いて、非常に怒っ

て言った：

5.10.
5.10.1 「スィーターよ、お前は私を侮辱した。私は切ろう、お前の頭を、

固い剣によって。

5.10.2 さもなくば、すぐに我が言葉を聞き入れよ。美しい顔の女よ、さも

なくば、命に危害があるぞ」。

5.10.3 （スィーターは言う：）「主の腕は、青黒い蓮 87 の花輪のように美

しく、象の鼻のようだ、十の首を持つ者（ラーヴァナ）よ。

5.10.4. その腕が（私の）喉元にあるか、あるいはお前の恐ろしい剣がある

かだ 87。聞け、悪漢よ、私の真なる誓いはこのようだ 88。

5.10.5. チャンドラハーサ（ラーヴァナが帯びている名剣 89）よ、我が苦し

みを取り去れ、ラグ族の主（ラーマ）との別離という火によって生じた

［苦しみ］を 90。

84 本詩行の前半行は、後ろから 5 拍目より前のどこかで、1 拍不足している。
85 或いは：知らないのだ。
86 或いは：恥はないのだ。
87 Mānasa-pīyūṣa ad 5.10.3–4, Ṭippaṇī の指摘通り、RCM 5.10.3.1–4.1 は、

Prasannarāghava 6.30 ≈ Hanumannāṭaka 10.16 を下敷きにしている。そこでは、

utpala-śyāma-「睡蓮（cf. SYED 1990, pp. 627–630）のように青黒い」とされる。
88 或いは：このような真なる誓いが私にはある／このようなものが、私の真

なる誓いである。
89 おそらく「月の白い輝きを持つ」を意味する。
90 Mānasa-pīyūṣa ad 5.10.5–6, Noṭa 1, *‘Pāṭhapara vicāra’* の指摘通り、RCM 
5.10.5–6 は Prasannarāghava 6.33 の翻案である。RCM 5.10.5 は全て Skt. として
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5.10.6. 冷たく鋭い、最上の刃／水流 91 をお前は運ぶ」。スィーターは言

う：「我が苦しみという重荷を取り去れ」。

5.10.7. （スィーターのその）言葉を聞くや、（ラーヴァナは）殺さんとし

て走り寄った。マヤの娘（マンドーダリー）は、道理を話して、（夫ラー

ヴァナを）説得した。

5.10.8. 彼（ラーヴァナ）は全ての羅刹女たちを呼んで言った：「行って、

スィーターを多くのやり方で怯えさせよ。

5.10.9. 一ヶ月の期日以内に（スィーターが私の）言うことを聞き入れなか

ったら、私は剣を抜いて、（スィーターをきっと 92）殺してやろう」。

5.10.d1.1. 十の首を持つ者（ラーヴァナ）は、館へと去った。ここには羅

刹女たちの群れがいる。

5.10.d1.2. （彼女らは）スィーターを恐れさせる。（彼女らは）多くの醜い

姿をまとっている。

5.11.

5.11.1. トリジャターという名の或る羅刹女が［いた］。（彼女は）ラーマの

足への愛があり、分別に巧みであった（思慮深かった）。

5.11.2. （彼女は）全員を呼んで、夢を聞かせた：「スィーターに仕えて自

らの利益をなしなさい。

5.11.3. 夢で猿がランカーを燃やしました。羅刹たちの軍勢皆を殺しました

93。

読むことも可能になっている。RCM 5.10.5 行末の語 paritāpaṁ, saṁjātaṁは Skt. 
の語尾を残し、脚韻は完全ではない。
91 dhārā̆が掛詞になっている。
92 未来を表す -aba- 分詞は、しばしばその事態が起こることが確実であるとい

うニュアンスを帯びる（e.g. RCM 1.257.2.2）、ということを、SNELL / TIWARI

2023, p. 45 は主張する。同様に、SNELL / TIWARI 2023, p. 379 の本箇所訳および

ibid., note ad loc. は「きっと」の意味を読み込む。ここではそれに従って訳し

てみた。原則通り、-aba- 分詞は、p.p. の如く、他動詞の目的語（ここでは意

味上補われる dir.sg. fem. sītā）と一致し、動作主は obl.（ergative）で出ている。
93 あるいは：... 燃やしました、羅刹たちの軍勢を皆打ち殺して。
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5.11.4. 94 十の頭を持つ者（ラーヴァナ）は、驢馬に乗っています、裸で、

頭を剃られて、二十の腕は切り落とさ 95れて。 

5.11.5. このように、彼（ラーヴァナ）は南の方角に行きます 96。ランカー

は、あたかもヴィビーシャナが得たかのようでした。 

5.11.6. 街ではラグ族の英雄（ラーマ）の名の布告が行き渡りました。その

時、主（ラーマ）はスィーターを呼びにやり 37ました。 

5.11.7. 私は大声で（警告して）言う ―― この夢は真実となるであろう、

僅かの日々が過ぎれば」。 

 
94  この夢（RCM 5.11.3–6 < AdhyRām 5.2.49b–53a < VālRām 5.25.10–25［cf. 
MBhār 3.264.64–70］）について、KANE 1962, p. 775f.; GOLDMAN / SUTHERLAND 
GOLDMAN 1996, p. 424f. を参照。 
95 このような腕の描写は、AdhyRām, VālRām, MBhār 上掲箇所には見られない。 
96  VālRām 5.25.19–21 に、ラーヴァナが南方に向かう描写がある（AdhyRām 
5.2.51b–52a には無し）。南の方角は、古くより死神ヤマの方角である

（VālRām 5.25.19–20 でも明示的に述べられる）。それに加えて、南は処刑場

がある方角である、という事実をも背景に想定しうるだろう：特に参考にな

るのは、捕まった盗賊が頭を剃られて引いて行かれ、都城の南門から出て、

その南（にある処刑場）で頭を刎ねられる、という DīghaNikāya ed. PTS, vol. 
2, p. 321 (no. 23); vol. 3, p. 67 (no. 26); SaṁyuttaNikāya ed. PTS, vol. 2, p. 128 (no. 
12.7); vol. 4, pp. 344, 345, 346, 347 (no. 42); AṅguttaraNikāya ed. PTS, vol. 2, p. 240f. 
(no. 242) における定型描写である（更に Avadānaśataka ed. SPEYER, vol. 2, p. 182, 
ll. 4–7, no. 98 [~ vol. 1, p. 102, ll. 6–9, no. 18]; Jātaka ed. PTS, vol. 1, p. 325f., no. 73 
をも参照）。罪人の処刑は、śmaśāna-「死体置き場」において、śūla-「処刑用

の串・杭」で行われる例（Jātaka ed. PTS vol. 4, p. 29 [no. 444]; Kumārasambhava 
5. 72(Vallabhadeva)/ 73(Mallinātha); SYED 1993, p. 222; Mr̥cchakaṭikā ed. KALE, Aṅka 
9, p. 348, ll. 10f., 16–18; Aṅka 10, p. 370, l. 18; p. 378, ll. 27–30）があるが、その死

体置き場＝処刑場は都城を出て南にある（Mr̥cchakaṭikā locc. cit.; dakṣiṇa-
śmaśāna- Vetālapañcaviṁśati(Jambhaladatta), ed. EMENEAU, p. 8, l. 27; p. 10, l. 6; p. 
150, l. 17 etc.）。このような夢が（当然）凶兆であることについて、GOLDMAN / 
SUTHERLAND GOLDMAN 1996, p. 424 ad 18; KANE 1962, p. 776; SuśrutaSaṁhitā ed. 
TRIKAMJI, Nirṇaya-Sâgar 1931, Sūtrasthāna.29.55–57; SuśrutaSaṁhitā ed. VÂMAN 

KESHEO DÂTÂR, Nirṇaya-Sâgar 1922, Indriyasthāna.5.36a; Aṣṭāṅgahr̥daya ed. KUṆṬE 
/ NAVARE / PARĀḌAKARA Nirṇaya-Sâgar 1939, Śārīrasthāna.6.41–42 (cf. KUTUMBIAH 
1962, p. 105); SvapnaCintāmaṇi 2.90 (NEGELEIN, 1912, p. 305) などを参照。 
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5.11.8. 彼女の言葉を聞いて、彼女ら（羅刹女ら）全員は恐れた。（彼女ら

は）ジャナカ王の娘（スィーター）の両足のもとに伏した。

5.11.d1.1. その時、彼女ら全員はあちこちに去った。スィーターは、心で

考えをなす 97：

5.11.d1.2. 「一ヶ月の期日が過ぎれば、私を殺すであろう、卑しい羅刹は」。

5.12.
5.12.1.（スィーターは）トリジャターにおっしゃった、両手を合わせて：

「母よ、お前は私の、苦難の友である。

5.12.2. 私は肉体を捨てよう。急いで、方策をなせ。別離は耐え難いもので

あり、今や耐えられ得ない。

5.12.3. 薪を持ってきて火葬壇を作って準備せよ。母よ、それから火をつけ

てくれ。

5.12.4. 私の愛を真実とせよ 98、知恵ある者よ。誰が聞くというのか、耳で、

（ラーヴァナの）槍に等しい（苦痛を与える）言葉を」。

5.12.5. （スィーターの言葉を）聞くや、（スィーターの）足を摑んで、（ト

リジャターは）慰めた。主の威光・力・良き名声を言って聞かせた：

5.12.6. 「夜には火は得られない。聞け、繊細な女性よ」。そのように言っ

て、彼女（トリジャター）は自分の館へと去った。

5.12.7. スィーターは言う：「運命は（私に）逆らうものとなった。火は得

られないだろう。苦痛は消えないだろう。

5.12.8.はっきりと見える、天には、赤々と燃える火たち（星々）が。大地

には星はひとつもやって来ない。

5.12.9. 月は火で出来ている。（それなのに、月は）火を落としてくれない

99、あたかも私を運が尽きた者と知ってかのように。

97 或いは：スィーターの心は考える
98 自死によって愛を証明する。Mānasa-pīyūṣa ad loc., Ṭippaṇī 2（類例を挙げる）

を参照。
99 月から火が落ちてくることはないということが、RCM 1.71.8; 2.48.d1 でも前

提となっている。
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5.12.10. 聞け、私の懇願を、アショーカ樹（無憂樹）100 よ。（ 「無憂」とい

う自らの）名前を真実とせよ 101。我が憂いを取り去れ。

5.12.11. 新しい若芽は火の如くだ 102。火をくれ。体を終わらせてくれ 103」。

100 スィーターはアショーカ樹の下におり、ハヌマーンはそのアショーカ樹の

上で枝に隠れている。
101 同様の表現が、Skt. 文学では MBhār 3.61.99; 3.61.102; VālRām 3.58.17 に見ら

れる（SYED 1990, p. 80; 詳細は VASSILKOV 2000, esp. pp. 451–453*, 455f.*）が、

これらの例は、夫と離れ離れになった女性（ダマヤンティー／スィーター）

が、アショーカ（無憂）樹に対して、自分に夫を見せる（会わせる）ことに

より、自分の憂いを取り去ってくれ、と述べる文脈にある。更に、MBhār 
1.77.6 後の挿入詩節 no. 794, ll. 5–6, critical ed., p. 348b = MBhār 3.61.98 後の挿入

詩節 no. 280, critical ed., p. 203a（VASSILKOV 2000, pp. 453*, 455f.* で論じられ

る）をも参照。一方、Prasannarāghava 6.36（詳細は本稿注 105 を参照）~ RCM 
5.12.11–12 では、アシ ョーカ樹 が別離 の苦 しみを強 く想起 させる

（Buddhacarita 4.45; R̥tusaṁhāra 6.16; Saundarananda 7.5; cf. SYED 1990, p. 78）こ

ともあり、スィーターはアショーカ樹に死を求める。

［*) recte: tvannāmānaṁ “having your name (i.e. Sorrowless)”］
102 RCM 5.12.11.1 は Prasannarāghava 6.37 からの借用である（詳細は本稿注 105
を参照）。RCM 5.15.2.1 とも比較のこと。アショーカ樹の若葉は赤い、SYED

1990, p. 81, l. 21f.。アショーカ樹の若芽（pallava-）が赤い文学上の例として、

Caurapañcāśikā N 14, Buddhacarita 4.48 (SYED 1990, p. 78); Mālavikāgnimitra 3.16
(KALE / DAVE / UPADHYAYA 1985, p. 289f.) などを挙げうる。更に DVIVEDĪ 1948, p. 
233, ll. 23–25（ドゥヴィヴェーディー／町田 1983, p. 38a）を参照。春に咲く一

種のアショーカの花も赤い色をしており（SYED 1990, p. 77 etc.; SHARMA 1964, 
p. 81 [cf. VālRām 4.16.27]; DVIVEDĪ 1948, p. 233f.［ドゥヴィヴェーディー／町田

1983, p. 37f.］）、燃える火の色に喩えられる、e.g. VālRām 5.13.10 (SYED 1990, p. 
80)。Aśoka 樹については、上述文献の他に、KALE / DAVE / UPADHYAYA 1985, pp. 
265, 267, 270, 279, 289f., 302, 333; RAU 1986, p. 193, no. 7 (= 2012, vol., p. 258); 
SYED 1990, pp. 77–115; SYED 1993, p. 156f. (ad 3.26.1); マジュプリア 1996, pp. 
124–127; 西岡 2002, pp. 40–42 などを参照。
103 jani karahi nidānā 或いは tanu karahi nidānā という二つの読みが伝わるが、

前者は「終わり（死）をなすな」のような意味となり、死を望むスィーター

という文脈に合わない（GUPTA 1949b, p. 405）。前者はまた文法的にも望まし

くない：文法的には、jani（< Skt. yáthā ná TURNER no. 10408; CHATTERJI 1953, p. 
14, §27, Note）は pres. ind. とともに用いられるのが原則である（e.g. RCM 
1.3.2.1 karai [pres.ind. 3.sg.] jani; UVP 10.8, 9f., 11）ため、karahi pres. imper. でな
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5.12.12. スィーターが（愛する夫ラーマとの）別離により非常に動転して

いるのを見て、その一瞬が猿には一劫のように過ぎた 104。

5.12.s1.1. 猿は心で考えて、そして、指輪を投げた。

5.12.s1.2. アショーカ［樹］が、赤々と燃える火をくれたかのよう［であ

った］。（スィーターは、）喜んで、立ち上がって、（その指輪を）手に摑

んだ 105。

5.13.
5.13.1. その時、（スィーターは）見た、ラーマの名前が刻まれた、非常に

美しい、心を奪う指輪を。

5.13.2.（スィーターは）驚いて見つめる、指輪を、それと分かって。喜び

と落ち込みで、心の中で（スィーターは）動揺した。

5.13.3.「誰が打ち勝つことができるというのか、打ち勝つことのできない

ラグ族の王（ラーマ）に。幻力によってこのような［指輪］はこしらえ

られ得ない」

5.13.4 （と、）スィーターは心で様々な思考をする。甘い（感じの良い）

言葉を、ハヌマーンは話した。

5.13.5. （ハヌマーンは）ラーマチャンドラの美徳を描写し始めた。聞く

やいなや、スィーターの苦しみは去った。

く karasi pres. ind. 2.sg. が期待されるところだからである。tanu を採れば、意

味的・文法的問題は生じない。そのため、本訳では tanu を採った。
104 RCM 5.12.12.2 : ~ 5.31.d1.1.
105 RCM 5.12 における、スィーターが自殺のためにトリジャターに火を持って

きてもらおうとするが、無いと言われ、火のような若芽を持つアショーカ樹

に火をくれるよう頼み、落ちてきた指輪をアショーカ樹がくれた火と思う、

という場面は、VālRām にも AdhyRām にも見られないが、Mānasa-pīyūṣa ad 
5.13.10–11, Noṭa 2 の指摘するように、Prasannarāghava 6.36–40 に見られ、そこ

から借用したものと思われる。但し、RCM 5.12 のほうがより詳細であり、ま

ず月と星々からは火がもらえないことを述べる（Mānasa-pīyūṣa, loc. cit.）。
Prasannarāghava 6.36–40 に見られない描写は、Tulasīdāsa の創意によるもので

ある可能性（Mānasa-pīyūṣa, loc. cit.）がある一方で、他のまだ指摘されていな

い何らかの典拠をも踏まえたものである可能性も排除はできない。
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5.13.6. （スィーターは）聞き始めた、耳で、心を集中させて。（ハヌマー

ンは、）ちょうど初めから、全ての話 106を聞かせた。 

5.13.7. （スィーターは言う：）「耳にとっての甘露である素晴らしい話を

語ったその人は、どうして姿を現さないのか、兄弟よ 107」。 

5.13.8. その時、ハヌマーンは近くに行った。（スィーターは）向きを変え

てお座りになった。（スィーターの）心に驚きが生じた。 

5.13.9. （ハヌマーンは言う：）「私はラーマの使者です、母なるジャーナ

キー（ジャナカ王の娘）よ。（私には、）慈悲の宝庫である人（ラーマ）

への真実の誓いがあります 108。 

5.13.10. この指輪を、母よ、私は持ってきました。ラーマは、印として

（それを）貴方に与えました」。 

5.13.11. （スィーターは言う：）「言え―― 人と猿とに、交わりがいかに

して（生じたのか）」109 。（ハヌマーンは、）話を語った、いかにして交わ

りが生じたかを。 

5.13.d1.1. 猿の愛ある言葉を聞いて、（スィーターの）心に信頼が生じた。 

5.13.d1.2.（スィーターは、）分かった、心・行い・言葉から、この彼が慈

悲の海である者（ラーマ）の僕であると。 

 

5.14. 

5.14.1. （ハヌマーンが）ハリの信徒であると知って、（スィーターは）好

意が非常に大きくなった。（スィーターの）両目は涙を湛えている。（ス

ィーターの体には、）喜びで総毛だった毛の列が立っている 110。 

5.14.2. （スィーターは言う：）「（私が）別離の海に沈みつつある時に、ハ

ヌマーンよ、あなたは私にとって船となりました、我が子よ。 
 

106  即ち、ダシャラタ王・ラーマの話から、スィーター発見までの全ての経緯。 
107 注 78 を参照。 
108 或いは：慈悲の宝庫である人（ラーマ）への（私の）誓いは真実です。 
109 RCM 5.13.11.1 は、AdhyRām 5.3.25.2 の直訳に近い。 
110 bāṛhī「大きくなった」; ṭhāṛhī「立っている」（ed. Mānasa-pīyūṣa; ed. CAUBE; 
ed. GUPTA; ed. MIŚRA）の代わりに、gāṛhī「深い」; bāṛhī「大きくなった」と読

む写本（cf. ed CAUBE ad loc.; ed. MIŚRA, p. 481）・ed.（ed. VĀJAPEYĪ）あり。 
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5.14.3. さあ今、安寧を言え、――私はお願いします 111 ――、弟（ラクシ

ュマナ）ともども、幸いの館であり、カラの敵である方（ラーマ）の 112 。 

5.14.4. 心優しく慈悲深い、ラグ族の王（ラーマ）は。猿よ、どういう理由

で、（そのラーマが）無慈悲さを身に帯びたのですか 113。 

5.14.5. （ラーマの）生来の性質は、仕える者に幸を与えるものです。いつ

か（私を）思い出してくれるでしょうか、ラグ族の統領（ラーマ）は。 

5.14.6. いつか、私の目は涼しくなる 114 でしょうか、我が子よ、青黒い柔

らかな体を持つ方（ラーマ）115を見つめて」 

5.14.7. （スィーターは）言葉が出てこない。（スィーターの）両眼は涙で

溢れた： 「ああ 、主（夫）は私をすっかり忘れてしまった」。 

5.14.8. スィーターが別離で極めて動転しているのを見て、猿は柔和で丁重

な言葉を述べた： 

5.14.9. 「母よ、主は、弟ともども、安寧です。貴方の苦しみに心を痛めて

おられます、大きな 慈悲の住処である方は。 

5.14.10. 母よ、心で気を落とさないでください。ラーマには 116、貴方より、

二倍の愛があります 117。 

5.14.d1.1. ラグ族の主（ラーマ）の言伝てを、さあ今、聞け、母よ、心を

強く持って」。 

5.14.d1.2. そのように言って、猿は（感情の高まりで）言葉がつかえる状

態になった。（猿の）両目は涙で一杯になった。 

 
111  直訳は「私は身を捧げる」となるが、慣用句として用いられている、cf. 
Mānasa-pīyūṣa ad 5.14.3, Noṭa 1. 
112  つまり：ラーマとラクシュマナが安寧かどうか言え、或いは、ラーマとラ

クシュマナが安寧であると言ってくれ。 
113  或いは：心優しく慈悲深いラグ族の王（ラーマ）が、猿よ、どういう理由

で、無慈悲さを身に帯びたのか 。 
114 つまり：別離の火が収まる。本稿 n. 180 を参照。 
115 或いは：（ラーマの）青黒い、柔らかな体 
116 所有形容詞 obl.sg. masc. -e(m̐) による所有構文、KELLOGG 1893, p. 416f. §697。 
117  つまり：貴方がラーマに対して抱いている愛の二倍の愛を、ラーマは貴方

に対して抱いています。この RCM 5.14.10 は、RCM 4.3.7 と非常に似通ってお

り（Mānasa-pīyūṣa ad 5.14.10, Ṭippaṇī 1）、RCM 2.21.4 とも比較しうる。 
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5.15.
5.15.1.（ハヌマーンは言う：）「ラーマは言った：『お前との別離によって、

スィーターよ、私にとって全てがさかさまになった。

5.15.2 新しい木の若芽は火のごとくである。夜は最期の夜（世界滅亡の夜）

118のようである。月は太陽［のよう］である。

5.15.3 水蓮の森は、槍の森に等しい。雨雲は熱する油を雨降らす如くだ。

5.15.4. 益を為すものであったまさにそのものたちが、（今や）苦痛を与え

てくる。蛇の（シューという）息のようだ、三種の（快い）風 119は。

5.15.5. 話すだけでも、幾分か苦しみは少なくなる。誰に私は話せばよいの

か？このことは誰も理解しない。

5.15.6. 私とお前の愛の真髄は、愛しい女性よ、ひとり私の心のみが知って

いる。

5.15.7.（私の）その心は、常にお前のもとにある。愛の精髄を、これだけ

（以上述べたこと）の中に知れ』」120。

5.15.8 主の言伝てを聞くや、ヴィデーハの王女は、愛に没頭した。彼女は、

体に意識がなかった。

118 Cf. PW s.v. s.v. kālarātri-; RCM 2.83.5.2; 5.40.8.1 kālarāti.
119 RCM 1.86.c1.2; 1.191.3.1; 3.40.8.1; 7.23.4.1 では、sītala「涼しい」、(su)maṁda
「 （非常に）緩やかな」、sugaṁdha / surabhi「良い香りのする」という三種の

風が挙がる。Mānasa-pīyūṣa ad 5.15.3–4, Ṭippaṇī 3; TIVĀRĪ / TIVĀRĪ 1954 s.v. 
trividha 3; CALLEWAERT / SHARMA 2009 s.vv. triguna-pavana, tribidha-pavana,
tribidha-bayārī, tribidha-samīra, trividha-pavana, trībīdhi-pavana も同様に説明す

る。「三種の（tribidha）風」とだけ言及される個所もある：RCM 1.106.3.1;
1.303.4.1; 1.126.3.1; 1.212.8.2; 1.303.4.1; 2.136.8.2; 2.214.7.1; 2.248.6.2; 2.278.4.2;
2.310.6.2; 3.38.9.2; 5.15.4.2; 6.119.7.1; 7.3.10.2; 7.28.3.2。これら三種の風は、上

記 RCM の諸箇所では、快いものとして描写される。
120 Mānasa-pīyūṣa ad 5.15.1–2, Noṭa 2; footnote * ad 5.15.4 hita の指摘するように、

RCM 5.14.d.1.1, 5.15.1–7 は、Prasannarāghava 6.43–44（ハヌマーンがスィータ

ーに伝えたラーマの伝言内容）の翻案である。一方、Mānasa-pīyūṣa ad 5.15.1–
2, Noṭa 2 が言及する Hanumannāṭaka 6.19（スィーターの台詞）は、直接の翻案

元ではないと思われる。
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5.15.9 猿は言う：「心で落ち着きを保て、母よ。念想せよ、仕える者に幸

を与える方であるラーマを。

5.15.10. 胸中に持ってきなさい、ラグ族の主（ラーマ）の、主としての威

力を。私の言葉を聞いて、小心さを捨てなさい。

5.15.d1.1. 羅刹たちの群れは蛾に等しい。ラグ族の主（ラーマ）の矢は火

だ 121。

5.15.d1.2. 母よ、心で落ち着きを保て。羅刹たちは燃えたものと知れ。

5.16.
5.16.1 もし、ラグ族の英雄（ラーマ）が、知らせを受け取っていたならば、

ラグ族の王（ラーマ）は、遅れることはなかったことでしょう。

5.16.2 ラーマの矢という太陽が昇れば、ジャナカの娘よ、羅刹たちの軍勢

という闇はどこに［おられましょうか］。

5.16.3 まさに今、母よ、私は（あなたを）連れて行きましょう 122。（いや

しかしそれは）主の命令（で）はない、ラーマに誓って（決して）123。

5.16.4. 何日か（少し）の間、母よ、我慢せよ。（そうしたら、）猿たちと共

に、ラグ族の英雄（ラーマ）がいらっしゃるでしょう。

5.16.5. 羅刹たちを殺して、お前を連れてお行きになるでしょう。三つの都

城（天空地の三界）で、ナーラダをはじめとする者たちが（ラーマの）

栄光を歌うでしょう」。

5.16.6. （スィーターは言う：）「息子よ、猿たちは皆あなたと同じである。

羅刹たちは非常に 124力強い戦士たちである。

5.16.7. 私の心には 125非常な疑いがある」。聞くと、猿は自分本来の体を現

した。

121 同様の文言が RCM 7.14.c2.3–4（シヴァによるラーマへの讃辞）にあり。
122 或いは：連れて行こうか。
123 或いは：（いやしかしそれは）主の命令ではなく、ラーマに背く行為だ。

この問題については、Mānasa-pīyūṣa ad 5.16.3–4, Ṭippaṇī 1 (Ka); TIVĀRĪ / TIVĀRĪ

1954, s.vv. duhāī, dohāī を参照。
124 ati とそれが掛る形容詞の間に名詞が挟まるという語順になっている。
125 或いは：私には、心の中に
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5.16.8. 黄金の山（メール山）の恰好をした体を持ち 126 、戦において恐れ

させる、非常に力のある勇士である。

5.16.9 スィーターの心には 127、その時、信頼が生じた。それから、小さい

姿を、風神の息子は取った。

5.16.d1.1. （ハヌマーンは言う：）「聞け、母よ。枝の獣（猿）は、力・知

性の点で大きくはない 128。

5.16.d1.2. 主の威力によって、非常に小さい蛇がガルダを食べる」。

5.17.
5.17.1 （スィーターの）心に満足が［生じた］、猿の、帰依・威力・威

光・力を含んだ言葉を聞くや。

5.17.2. （スィーターは）祝福を与えた。（ハヌマーンが）ラーマにとって

愛しい者であると知った［から］：「我が子よ、力と良い習わし（徳行）

の宝庫となりなさい。

5.17.3. 不老・不死に、美徳の宝庫に、息子よ、なりなさい。ラグ族の統領

（ラーマ）は、大いに愛をお掛けなされよ 129」。

5.17.4. 「主は慈悲をお掛けなされよ 129」［と］このように耳で聞いて、ハ

ヌマーンは際限ない愛に没頭した。

5.17.5. （ハヌマーンは）何度も何度も、（スィーターの両）足に、頭を下

げた 130。猿は両手を合わせて言葉を言った：

126 RCM 5.0.ś3.1.1. svarṇaśailābhadeha- と同様の外心複合語と解釈してこう訳

した。この行の文言は、殆どサンスクリット語に等しいといってよい。或い

は、前半を一文と解して：体は、黄金の山（メール山）の恰好をしている
127 或いは：スィーターには、心において
128 つまり：枝の上を動き回る卑しい獣に過ぎない猿の力・知性は大きくない。
129 karahum̐を、pres.imper. 3.pl. (cf. MCGREGOR 1968, p. 178f.; SNELL / TIWARI 2023, 
p. 46) < Apa. kara-hum̐ (cf. TAGARE 1948, pp. 300f., 306) と解した。SAKSENA p. 
266f. §308; NAGASAKI 2023, p. 43 には、pres.imper. 3.pl. の語尾として -him̐のみ

が挙がるが、これは、形態論的には pres. ind. であるものが、modal な用法（cf. 
Modern Standard Hindī “subjunctive”）で用いられたものであろう。
130 nāĕsi p.p. 3.sg. につき、本稿注 30 を参照。Padmāvata や UVP（CHATTERJI

1953, p. 60f., §75 (ii)）でも、-ĕsi p.p. 3.sg. に軽蔑のニュアンスは読み込めない。
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5.17.6.「今や為すべきことを為し終えた状態に私はなりました、母よ。貴

方の祝福は、必ずや実現すると広く知られております。

5.17.7.お聞きください、母よ、私には非常な空腹があります、木に美しい

果実がかかっているのを見て 131」。

5.17.8. （スィーターは言う：）「聞け、息子よ。非常に優れた、強力な戦

士である羅刹たちが森の警護をしています」。

5.17.9. （ハヌマーンは言う：）「彼らへの恐れは、母よ、私にはありませ

ん、もしあなたが心の中で快く認めてくださるのでしたら」。

5.17.d1.1. 猿が知性・力に長けているのを見て、ジャナカ王の娘（スィー

ター）は言った：「行きなさい。

5.17.d1.2. ラグ族の主（ラーマ）の両足を心に保って、我が子よ、甘い実

を食べなさい」。

5.18.
5.18.1.（ハヌマーンは）行った、頭を下げて。（彼は）庭に入った。（彼は）

果実を食べた。（彼は）木を倒し始めた。

5.18.2. そこには、多くの警備する兵士たちがいた。或る者たちを（ハヌマ

ーンは）殺した。或る者たちは行って呼んだ（助けを訴えた）：

5.18.3. 「主よ、一匹の力強い猿がやって来ました。彼は、アショーカ樹の

庭園を荒らしました。

5.18.4. 彼は果実を食べました。そして、木々を引っこ抜きました。警護の

者たちを次々粉砕して地面に投げました」。

5.18.5. （それを）聞いて、ラーヴァナは、様々な戦士たちを派遣した 37。

彼らを見て、ハヌマーンは咆哮した。

5.18.6. 全ての羅刹たちを猿は殲滅した。何人かは去った、（助けを）呼び

叫びつつ、半殺しになって。

5.18.7. そこで、彼（ラーヴァナ）は、アクシャ王子を派遣した 37。（アク

シャは）行った、数限りない、優れた戦士たちを共に引き連れて。

131 或いは、lāgi を前半の述語と解すると：私は非常な空腹を覚えました、木

に美しい果実を見て
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5.18.8.（ハヌマーンは、アクシャの）やって来るのを見て、木を摑んで、

威嚇した。（彼は）彼（アクシャ）を倒すと、大音声で咆哮した。

5.18.d1.1. （ハヌマーンは）或る者たちを殺した。或る者たちを粉砕した。

或る者を、掴まえて、塵と一緒にした（滅ぼした）。

5.18.d1.2. 或る者たちは、それから、行って、呼び掛けた（助けを訴え

た）：「主よ、猿の力は大きいです 132」。

5.19.

5.19.1. 息子の殺害を聞いて、ランカーの主（ラーヴァナ）は、怒った。

（ラーヴァナは）力強いメーガナーダ（＝インドラジット）を派遣した 37。

5.19.2.（ラーヴァナは言う：）「（猿を）殺すな、息子よ。彼を縛れ 133。猿

を調べるべし、どこの者であるか」。

5.19.3. 比類なき戦士であるインドラジット（＝メーガナーダ）は行った。

（インドラジット＝メーガナーダは、）弟の死を聞いて怒りが生じた。

5.19.4. 猿は見た：容赦ない戦士がやって来た。（その戦士は怒りで歯噛み

して）カタカタ音を立てて、咆哮した、そして走った。

5.19.5.（猿は）非常に大きい一本の木を引き抜いた。ランカーの主の息子

（メーガナーダ＝インドラジット）を戦車から離れた（戦車を失った）

ものとなした。

5.19.6. 彼（メーガナーダ＝インドラジット）と共にいた大戦士たちを、猿

は自分の手足で何度も摑んでは粉砕する。

5.19.7.（ハヌマーンは、）彼ら（大戦士たち）を倒して、彼（メーガナー

ダ＝インドラジット）と戦った。衝突した、両者は、あたかも象たちの

王二頭のように。

5.19.8.拳を殴りつけて、彼（ハヌマーン）は行って木に登った。彼（メー

ガナーダ＝インドラジット）に一瞬失神がやって来た。

132 或いは、balabhūriを複合語と解するならば：猿は力が大きいです
133 未来における時の指定が含意される、fut. imper. が用いられている。なお、

古アワディー語の fut. imper. と意味・形態を同じくするものが、既に UVP の
言語で用いられている（CHATTERJI 1953, p. 59, §74 (ii)）ことは重要である。
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5.19.9.（メーガナーダ＝インドラジットは）再び立ち上がって、多くの幻

術をなした。 

（しかし、）打ち負かされ得ない、風神の子（ハヌマーン）は。 

5.19.d1.1. 彼（メーガナーダ＝インドラジット）はブラフマーの矢をつが

えた。猿は心で考えを為した： 

5.19.d1.2. 「もし私がブラフマーの矢に敬意を払わなければ、（ブラフマー

の矢の）際限ない偉大さは消えてしまう」。 

 

5.20. 

5.20.1. 彼（メーガナーダ＝インドラジット）は、猿に対してブラフマーの

矢を打った。（ハヌマーンは木から）落ちていく時も 134、軍勢を殲滅した。 

5.20.2. 彼（メーガナーダ＝インドラジット）は見た：猿は失神状態になっ

た。（メーガナーダ＝インドラジットは）蛇縄 135 によって、（ハヌマーン

を）縛った。（そして、）連れて行った。 

5.20.3 聞きなさい、バヴァーニーよ―― その者の名を唱えれば、知者たち

が生起（輪廻）の束縛を断ち切る、 

5.20.4 その者の使者が、どうして束縛の下に来た 136だろうか。主の仕事の

ため、猿は、（自分を）縛らせたのだ 137。 

5.20.5. 猿の捕縛を聞いて、羅刹たちは走ってきた。見世物のために、宮廷

138に皆がやって来た。 

5.20.6. 猿が行くと、十の顔を持つ者（ラーヴァナ）の宮廷 138 が見えた。

（ラーヴァナの）支配者としての非常な威力は、一切述べられ得ない。 

 
134 pres. 分詞が obl.sg. f. bāra と一致している（e.g. 2.102.8; 6.76.16; 7.18.2）。 
135 nāgapāśa- については、EMENEAU 1960, pp. 294–297;  VālRām 6.34.30; 6.35.8 
(cf. GOLDMAN / SUTHERLAND GOLDMAN / VAN NOOTEN 2009, pp. 777–779) を参照。

RCM では、メーガナーダが用いる描写がある（RCM 5.20.2; 6.73.10–13; 
7.58.d1）。RCM 6.73.10.2 (cf. VālRām 6.35.8) の描写によれば、nāgapāśa- を矢と

して発射すると、それが蛇に変化して相手を縛る。 
136 或いは：来る 
137 RCM 5.20.3–4 は、RCM 6.73.d1; 7.58.d1 とパラレルになっている。 
138 sabhā- は「宮廷・王のいる会議場、謁見の間」などと訳しうる。 
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5.20.7. 手を合わせて、諸方位守護神たちは畏まっている。（ラーヴァナの）

眉を見つめている 139、全員が、恐れをなして 140。 

5.20.8. （ラーヴァナの）威力を見て（も）、猿の心に 141恐れがない。あた

かも蛇たちの群れの中で、ガルダが恐れを持たないように。 

5.20.d1.1. 猿を見て、十の顔を持つ者（ラーヴァナ）は、哄笑した、誹謗

を述べて。 

5.20.d1.2. （ラーヴァナは、）息子の殺害を想起した。すると心に悲しみが

生じた。 

 

5.21. 

5.21.1. ランカーの主（ラーヴァナ）は言う：「お前は誰なのか、猿よ。誰

の力（権限）で、森を破壊したのか。 

5.21.2. 一体、お前は耳で聞いていないのか、私のことを？私は、悪漢よ、

お前が何も恐れを持っていないのを見る。 

5.21.3. いかなる罪でお前は羅刹たちを殺したのか。言え、悪漢よ、お前に

は生命の差し障り（妨害）がないのか 142」。 

5.21.4. （ハヌマーンは答える：）「聞け、ラーヴァナよ、その者の力を得

て、幻力が、梵卵たちの集まりを作るところの、 

5.21.5. その者の力によって、ブラフマー、ヴィシュヌ、シヴァが、［世界

を］守り、創出し 143、取り去るところの、――十の頭を持つ者よ、 

5.21.6. その者の 144 力により、頭で、千の顔を持つ者（シェーシャ蛇）が、

世界卵 145を、山々と森ともども保持しているところの、 

 
139 或いは：... 畏まっている、（ラーヴァナの）眉を見つめてつつ、... 
140 つまり：王の眉の上げ下げに注目してその機嫌を伺っている。 
141 或いは：猿には、心に 
142  諸訳では、命を失う事への恐れはないのか、の意に理解されている。或い

は、命を奪うことに躊躇はないのか、を意味する可能性もあるか。 
143  「守り」「創出し」を述べる順序が逆になっているが、無論、ブラフマー

が創出を、ヴィシュヌが維持を、シヴァが帰滅を司る。 
144 関係代名詞 gen.sg. jā は、RCM 3.15.5.2; 5.21.6.1 にみられる。 
145 Cf. PW vol. 5, aṇḍakoṣa-. 
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5.21.7. 神々の救い手として、あなたのような悪漢たちに教えを与える者と

して、様々な肉体を纏う者 146、 

5.21.8. 硬いハラ（シヴァ）の弓を折って、お前 147 ともども王たち一団の

思い上がりを打ち砕いた者、 

5.21.9. カラ、ドゥーシャナ、トリシラス、そしてヴァーリン ――皆比類

なき力に満ちている―― を殺した［者］、 

5.21.d1.1. その力のごく僅かによって、あなたが動・不動（の全世界を）

全て勝ち得たところの、 

5.21.d1.2. その者の使者です、私は、――その者の愛しい女性をあなたが

奪って連れて来たところの 148。 

 

5.22. 

5.22.1 私は、あなたの主（王）としての威力を知ってます：サハスラバー

フ（「千の腕を持つ者」）と［あなたとに］戦いが起こりました 149。 

5.22.2 ［あなたは、］戦いをヴァーリンとなして、名声を得ました 149」。

［ラーヴァナは、］猿の言葉を聞いて、笑ってあしらった。 

5.22.3. （ハヌマーンは続ける：）「果実を私は食べました。主（王）よ。

（私は）空腹を覚えていました。猿の本性によって私は木を倒しました。 

 
146 Cf. RCM 1.121.6–d1. 
147 tŏhi (ed. CAUBE, ed. GUPTA, ed. MIŚRA)「お前」或いは tĕhi (ed. Mānasa-pīyūṣa; 
ed. VĀJAPEYĪ)「それ（弓）」。スィーターのスヴァヤンヴァラの会場で、ラー

ヴァナとバーナアスラは弓を見ただけで帰った（RCM 1.250.2）とか、弓に触

れることもできず（1.256.3.）に敗北した（1.292.7–8）旨が書かれていること

から、ラーヴァナはスヴァヤンヴァラの会場にいたことになるため、tŏhi「お

前」の読みで意味に問題を生じない。 
148  この長い一文では、ラーマの名を明示しないことで、逆説的に強調してい

る。概ね、ラーマの神としての面（RCM 6.14.d1–15.d1［ラーマの viśvarūpa-］
とも比較のこと）から、人間としての面へ、という順で描写される。最重要

事項であるスィーターの話は、主文の後に、末尾に置かれて強調される。 
149  わざわざラーヴァナが戦って敗北した二例を挙げて当てこすり、意図的に

挑発している。言及されている物語の詳細は、Mānasa-pīyūṣa ad loc., VĀJAPEYĪ 
1972, ad loc., footnote † を見よ。 
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5.22.4.全ての人にとって、身体は極めて愛しいものです、主よ。悪しき道

を行く者たちが、私を打つのです。

5.22.5. 私を打った者たちを、私は打ちました 150 。そのことで（それが理

由で）、あなたの子（メーガナーダ＝インドラジット）は、（私を）縛り

ました。

5.22.6. （しかし、）私には、縛られたことへの恥は全くありません。私は、

自分の主の仕事をすることを望んでいます。

5.22.7.私はお願いします、手を合わせて、ラーヴァナよ：聞いて下さい、

高慢さを捨てて、私の教えを。

5.22.8.自分の一族のことを考えてみてください。錯誤を捨てて、信徒の恐

れを取り去る方に帰依してください。

5.22.9.アスラたちと神々を、動不動（の全世界）を食らうカーラ（死神・

破壊神としての「時」）151 が（でさえ）、その者への恐れで非常に恐れる、

5.22.10. その者と敵対を決してすべきでありません。私の言うことに従っ

て、ジャナカ王の娘（スィーター）を返すべきです。

5.22.d1.1. 頭を垂れて庇護を求める者を守る方です、ラグ族の統領（ラー

マ）は。慈悲の海です、カラの敵（ラーマ）は。

5.22.d1.2. 庇護を求めて頼りに行けば、主（ラーマ）は（あなたを）守っ

てくださるでしょう、あなたの罪を忘れて。

5.23.
5.23.1.ラーマの蓮のような足を胸に保持してください。ランカーの不動の

王権をあなたは行使してください。

5.23.2.聖仙プラスティヤ（ラーヴァナの祖父）の名声は、汚れなき月です。

その月の中で、汚れ 152にならないでください。

5.23.3.ラーマの名なしには、言葉は美しくありません。高慢と妄執を捨て

て考えてみよ。

150 或いは：打ち殺しました。
151 Cf. HOPKINS 1915, p. 247b s.v. Kāla.
152 月の模様のことを汚れ・染みと呼びならわしている。
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5.23.4. 衣を欠いては、美しく輝きません、神々の敵よ、全ての装飾品に飾

られた選りすぐりの女性は（であっても）。 

5.23.5. ラーマに背く者の繁栄、主としての威光は、去って行ってしまう。

得られたものも、得られなかったことになる 153。 

5.23.6. 水がある源を持たない河たちは、雨が降り止むとすぐに乾上がる。 

5.23.7. 聞け、十の首を持つ者（ラーヴァナ）よ、私は言う、しかと誓っ

て：ラーマに背けば 154、救い手は誰もいない。 

5.23.8. 千のシヴァ・ヴィシュヌ・ブラフマーも、お前を守ることはできな

い、ラーマの敵対者［であるお前］を。 

5.23.d1.1. 妄執がその根（根本的原因）155 であり、多くの苦痛を与える、

タマス（闇質）である高慢を捨ててください。 

5.23.d1.2. 帰依してください、ラグ族の主、慈悲の海、神であるラーマに」。 

 

5.24. 

5.24.1. 猿が非常に益になる、信愛・分別・離欲・道理を含む言葉を話した

にもかかわらず、 

5.24.2. 笑って言った、大きな高慢を持っている者（ラーヴァナ）は：

「我々は見つけたぞ、大知者である師である猿を。 

5.24.3. 死が近づいて来ている、悪い奴よ、お前に 156 。お前は、最も卑し

い奴よ、私に教えを垂れ始めた」。 

5.24.4. 「 （その言葉の）逆になるでしょう」［と］ハヌマーンは言う、「お

前には考えの錯誤がある。はっきりと私は分かった」。 

 
153  後半の解釈は難しい。解釈可能性については、KELLOGG 1893, p. 489 §831; 
Mānasa-pīyūṣa ad loc., Ṭippaṇī 3; 諸訳を参照。 
154 或いは：ラーマに背く者には 
155  mohamūla- が内心複合語「妄執の根（根本的原因）」か、或いは RCM 
2.92.8.2 と同様に外心複合語「妄執がその根（根本的原因）である」かは、厳

密には決められない。 
156 RCM 5.24.3.1 とかなり類似した文言が、5.41.2.2（ラーヴァナによるヴィビ

ーシャナへの台詞）に見られる。 
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5.24.5. 猿の言葉を聞いて、（ラーヴァナは）大いに怒った：「はやく（お前

たちは）奪わぬか、愚か者の命を」。 

5.24.6. 聞くや、羅刹たちは、殺さんと走ってきた。大臣たちと共に、ヴィ

ビーシャナがいらっしゃった。 

5.24.7. （ヴィビーシャナは）頭を下げて、大いに歎願して［言った：］

「道理に反することです。使者は殺すべきではありません。 

5.24.8. 何か別の罰をなすべきです、主よ」。皆は言った：「素晴らしい助言

です 157、兄弟よ」。 

5.24.9 聞くや、笑って言った、十の首を持つ者（ラーヴァナ）は：「肢体

を破壊して 158猿を送り返す 37のがよい。 

5.24.d1.1. 猿には 116、尻尾に対して愛着（プライド）がある。皆に私は説

明して言う 159： 

 
157 或いは：（その）助言は素晴らしい 
158  aṁgabhaṁga が名詞「体を破壊すること、不具にすること」か、形容詞

（外心複合語）「体を破壊された、不具の」か決められない。後者の場合の訳

は、「不具にして...」となる。 
 使者は殺してはならないが、身体刑を科してもよいという考え方は、本個

所の大元となった VālRām 5.50.5–51.4（cf. ROCHER 2012, p. 230; GOLDMAN / 
SUTHERLAND GOLDMAN 1996, p. 496）において、より詳細に提示される。使者

は殺してはならないという規則は、他に、MBhār 12.86.25; MBhār 13, critical ed. 
vol. 17-2, p. 953, Appendex I, no. 15 , l. 1342; VālRām critical ed., p. 932, Appendix I, 
No. 10, 38–40*（critical ed. の 6.13 と 6.14 の間、= ed. PAṆŚĪKAR 6.20.18）; 
ArthaŚāstra 1.16.13–17; GautamaDharmaSūtra 10.18; Jātaka no. 547, Gāthā 322, ed. 
PTS, vo. 6, p. 528 ~ Kathāsaritsāgara ed. Nirṇaya-Sāgara 1915, 8.3.166cd ~ 
Triṣaṣṭiśalākāpuruṣacaritra 4.1 (tr. JOHNSON, vol. 3, p. 23); 9.3 (tr. JOHNSON, vol. 5, p. 
387) などにも述べられる。MBhār 5.86.17–18 でもこの規則が前提にあるよう

である。そうはいっても現実には、ArthaŚāstra 1.16.32 にあるように、使者が

相手にとって好ましくない王勅を伝える場合などには、捕縛・殺害の危険が

あった（e.g. MBhār 5.86.13–18; 5.127[.4–7 etc.]; VālRām 上述個所の他に 7.13.34–
38; 7.59.18; Triṣaṣṭiśalākāpuruṣacaritra  9.3 [tr. JOHNSON, vol. 5, p. 387]）。後の RCM 
5.52.3 とも比較のこと。 
 ［ *) 39–40 と同内容が、MBhār 5.70.7cd にもあり（ROCHER 2012, p. 230）。］ 
159 或いは、ed. MIŚRA kahaum̐ に対する異読 kahyau, kahyō (cf. GUPTA 1949b, p. 
413f.) を採ると、訳は： 「... がある」―皆に彼は説明して言った―「布を...」 
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5.24.d1.2. 布を油に浸して、（その）布を（尻尾に）結わえ付けて、それか

ら（君たちは）火を付けよ。

5.25.
5.25.1.尻尾を欠いた状態で猿はそこ（ラーマのもと）に行くであろう。そ

うすると、悪漢は、自分の主を連れてやってくるであろう。

5.25.2. （猿が）大いに称賛した、そのお方 160 の（主としての威）力を、

私は見てやろう」。

5.25.3. 言葉を聞いて、猿は心の中で微笑んだ：「サラスヴァティーが助力

者になった 161、［と］私は分かった」。

5.25.4.愚か者である羅刹たちは、ラーヴァナの言葉を聞いて、まさにその

用意を用意し始めた。

5.25.5. 街には、衣・グリタ（ギー）・油は残っていなかった 162。尻尾は大

きくなった。猿は、遊びをなした 163。

5.25.6.街の住人たちは、見世物へとやって来た。彼らは（ハヌマーンを）

足で蹴る。彼らは多くの嘲笑をする。

5.25.7.太鼓たちが鳴る。皆は（嘲って）手を叩く 164 165。（彼らはハヌマー

ンを）街ぢゅう引き回し、そして尻尾に火をつけた。

5.25.8.火が燃えているのを見て、ハヌマーンは、すぐさま、極めて小さい

姿となった。

160 tinha obl.pl. は、honorific pl. の価値で用いられており、皮肉の意図があるも

のと思われる。
161 言葉の女神であるサラスヴァティー（cf. LUDVIK 2007）がラーヴァナに干

渉して、自分に都合の良い言葉を語らせてくれた、という含意がある、

Mānasa-pīyūṣa ad loc. 訳中の括弧中の補足説明と RCM 1.177.8 を参照。
162 VAUDEVILLE 1955, p. 227, ll. 1–3 は、本個所 RCM 5.25.5.1 を、Tulasīdāsa が独

自に付け加えたディティールであるとする。
163 つまり：猿は、尻尾を大きくするという遊びをなした。
164 嘲 笑 の 身 振 り と し て の 拍 手 （ VARMMĀ 1962–1966, s.v. tālī, muhā°; 
ŚYĀMASUNDARADĀSA et al. 1965–1975, s.v. tālī1, muhā°; 古賀／高橋 2006 s.v. tālī1）
をいう。
165 RCM 5.25.6.2–7.1 では、動詞で始まる文が連続する。
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5.25.9. （捕縛から）抜け出て 166、（ハヌマーンは）金の最上階の部屋たち

に登った。羅刹たちの妻たち 167は、恐れをなした。 

5.25.d1.1. ハリに動かされて、その時、49 の風たちが動いた（吹いた）168 。 

5.25.d1.2. （猿は）高笑いをして咆哮した。猿は大きくなって空に触れる。 

 

5.26. 

5.26.1. （ハヌマーンは）体が巨大である。（しかし、）非常に軽々と、館か

ら館へと走って登る 169。 

5.26.2. 街は燃える。人々は慌てふためいた。恐ろしい、幾千万もの火焔が

襲い掛かる。 

5.26.3. 「お父さん！お母さん！ああ」―― ［と］叫び声が聞こえる ――

「この時に、誰が私たちを助けてくれるというのでしょう。 

5.26.4. 私たちが言ったように、これは猿ではない。猿の姿を取っている

誰か神だ。 

5.26.5. 正しい者を侮ることの結果はこのようだ。街は、主（守護者）の

いない［街］のように燃えている」170。 

5.26.6. （ハヌマーンは）都市を燃やした、一瞬のうちに。唯一ヴィビー

シャナの家だけは、［燃やさ］なかった。 

5.26.7. （ハヌマーンは）火を創造した者の使者だ。彼は、それ故、燃え

なかったのだ、山の娘（パールヴァティー）よ。 

5.26.8. （ハヌマーンは、）全ランカーを、めちゃくちゃにひっくり返して、

燃やした。そして、（ハヌマーンは、）海の中へと跳びこんだ。 
 

166 √nibuk は、Pkt. adj. ṇi(b)bukka-（PSM s.vv.）由来の deadjektival verb と思わ

れ、更に Pkt. ṇimmukka- < *nirmukna- に遡りうる（TURNER no. 7373.2.）。 
167 羅刹の女性たちは、高楼の最上階の部屋にいるものと思われる。 
168  おそらく、この風たちのせいで、ハヌマーンがつけた火がさらに燃え広が

ったと思われる。 
169  或いは：（ハヌマーンは）体が巨大だ（が、）非常な軽さがある／（ハヌマ

ーンの）巨大な体には非常な軽さがある。 
170  ここでは短くしか描かれない、ハヌマーンによるランカー放火の際の住民

の混乱は、Kavitāvalī 第 5 巻においては非常に詳細に描写される。 
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5.26.d1.1. （ハヌマーンは、）尻尾を（海水に浸して）消火して、疲れを取

って、再び小さい姿を纏って、

5.26.d1.2. ジャナカの娘（スィーター）の前に立った、手を合わせて。

5.27.

5.27.1. （ハヌマーンは言う：）「母よ、私に何かしるし（となる品）をく

ださい、ラグ族の統領（ラーマ）が私にくれたような」。

5.27.2. 頭頂の宝石を外して、その時、（スィーターはハヌマーンに）与え

た。（それを）喜びとともに、風神の息子（ハヌマーン）は受け取った。

5.27.3. （スィーターは言う：）「あなたは（ラーマに）言いなさい 171、息

子よ、こ（次）のように、私の敬意を 172：『全ての点で主は 173望みが満た

された者 174です。

5.27.4. （しかし、）「惨めな者に対して慈悲深い方」という（ご自身の）

称号 175を想起して 176、取り去ってください、主よ、私の重い苦難を』。

171 未来における時の指定が含意される、fut. imper. が用いられている。
172 pranāma √kah「敬意を伝える、挨拶を送る」という表現は、RCM 2.150.6.1; 
2.151.d1.1; 5.27.3.1 に見られる。
173 或いは：主よ、（あなたは）
174 ラーマの形容句で、人間個人としての欲望を持たないことを謂う。
175 birada-, birida-, biruda-（cf. MAYRHOFER 2001, s.v. viruda-）の意味としては、

［1］「賛辞」の類（PW, pw s.v. viruda-; HANDIQUI 1956, p. 609 s.v. bi(vi)ruda-;
TIVĀRĪ / TIVĀRĪ 1954 s.vv. birada-, birida-, biruda- など）、および、［2］「称号、

称える呼び名、美称」（SCHMIDT 1928 s.vv. virada-, viruda-; ŚYĀMASUNDARADĀSA

et al. 1965–1975 s.v. virada1 意味 1; HANDIQUI 1956, p. 609; SCHARFE 1989, p. 79 
“titles”; SCHMIEDCHEN 2014, p. 227, n. 56, pp. 228, 352, 365 など）がある。厳密に

は区別しがたい場合もあるものの、［1］「賛辞」の意味は、例えば RCM 
1.262.d1.1 などに見られる。［2］「称号、称える呼び名」という意味は、本個

所 RCM 5.27.4 およびその類似文 RCM 7.18.3、更に RCM ed. GUPTA 6.94.1.2 に

あてはまる。上述の RCM の用例は全て、ラーマが自らの称号に忠実に振る

まうことをいう文脈にある。この意味が想定される更なる個所としては、

Gītāvalī 5.36.1; VinayaPatrikā 99.1, 230.1, 148.3, 30.2 などがある。
176 √saṃ(/m̐)bhār (TURNER no. 13059 [cf. no. 12962.2]) < (*saṃbhālaya-te <) Skt. 
*saṃsmāraya-te middle causative(⁑)「自分自身をして（すっかり）想起せしめ
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5.27.5. 息子よ、インドラの息子の話 177を聞かせなさい 171。矢の威力 177を、

主（ラーマ）に言い聞かせなさい 171。 

5.27.6. 一ヶ月の期日以内に主（ラーマ）がやって来 178 なかったら、彼

（主ラーマ）は、私を生きたままでは得ない。 

5.27.7. 言え、猿よ：如何にして私は命を保とうか。あなたも、息子よ、

今や去ると 179言っている。 

5.27.8 お前を見て（に会って）、（私は）胸が涼しくなった（心が鎮まった）

180。（しかし）それからまた、私には、まさにその（以前と同じ 181）昼が、

まさにその（以前と同じ）夜が［ある］」。 

5.27.d1.1. （ハヌマーンは、）ジャナカの娘（スィーター）を慰めて、多く

のやり方で励ました。 

5.27.d1.2. （スィーターの）蓮のような足に頭を下げて、猿は、ラーマの

もとへ行った。 

 

5.28. 

5.28.1. （ハヌマーンは、）進む際に、大音声で重々しく咆哮した。（それ

を）聞いて、羅刹の妻たちは胎児を流産した 182。 
 

る」=「 （すっかり）想起する」。同様の例として、Chāndogyopaniṣad 6.12.2; 
6.13.2 nibhālayase (cf. TURNER no. 7228, 9474) < Skt. *ni smārayase MAYRHOFER 
1996, s.v. BHAL）を参照。          (⁑) Cf. SAKAMOTO-GOTO 1993; 阪本（後藤）1996。 
177  烏の姿をとってスィーターを攻撃した Jayanta をラーマがブラフマースト

ラの威力を付与されたダルバ草の矢で射た話（RCM 3.1–2 で詳しく語られた）

に、スィーターは言及している。スィーターをつついた烏に対してさえブラ

フマーの矢を放ったのに、なぜスィーターをつつくどころか拉致した羅刹に

対して同じことをしないのか（cf. VālRām 5.36.10–37）、という含意がある。 
178 pres.ind. 3.sg. āva か、p.p. dir.sg.masc. āvā か決められない。 
179 √kah「言う」が -na inf. を目的語に取って「～すると言う」を意味する例は、

他に RCM 2.30.5.1 にも見られる（SNELL / TIWARI 2023, p. 55）。或いは、「今は

去らねばならないと」も可能性としては考えられるか。 
180 つまり：苦しみの火が鎮まった。Cf. RCM 2.99.5.2; 2.45.8.2. 
181 つまり：以前と同じ、苦しみの 
182 RCM 5.36.7 で再びこのことに言及される。Cf. RCM 1.182.5.2; 1.279.d1.1. 
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5.28.2. （ハヌマーンは、）海を飛び越えて、こちら側の岸にやって来た。

キラキラーという（歓）声 183を猿たちは発した。

5.28.3. 皆は、ハヌマーンを見て歓喜した。新たな誕生を猿たちはその時

感じた：

5.28.4. 「（ハヌマーンの）顔は喜んでいる。体は、威光で輝いている 184。

彼は成し遂げたのだ、ラーマチャンドラの仕事を！」。

5.28.5. （猿たち）全員が（ハヌマーンに）会った。（彼らは）非常に幸せ

になった、

喉が渇いている魚が、水を得るがごとく。

5.28.6. （猿たちは、）喜んで、ラグ族の統領（ラーマ）のもとへと出発し

た、新しい話を尋ね、語りつつ 185。

5.28.7 すると、マドゥの森（蜜の森）の内側へと皆はやって来た。（皆は）

アンガダの同意のもと、甘い果実たちを食べた。

5.28.8. 警備兵たちが制止し始めた時、拳の打撃を打ちつけるや、（警備兵

たち）皆は逃げた。

5.28.d1.1.彼ら（警備兵たち）皆は、行って（助けを）訴えた 186：「園を荒

らしています、王太子（アンガダ）が」。

5.28.d1.2. （それを）聞いて、スグリーヴァは喜ぶ：「猿たちは、主の仕事

をなし遂げて戻って来たのだ。

5.29.
5.29.1. もしスィーターの消息を得ていなかったなら、（彼らは）マドゥの

森（蜜の森）の果実たちを食べることができるだろうか」

183 この sabada kilakilā という語順は、逆順である。通常は、複合語

*kilakilāsabada（Skt. kilakilāśabda-, cf. PW s.v. kilakila- 3) ）が期待される。
184 或いは：体には、威光が輝いている。
185 或いは、後半を一文と解して：（猿たちは、）新しい話を尋ね、語っている。
186 √pukār の過去分詞は、RCM においては、自動詞型の一致を示す：RCM 
1.82.8.1; 1.186.c4.2; 1.276.8.1; 5.18.2.2; 5.18.d1.2; 5.28.d1.1; 7.12.4.2。一方、Hindī
では、他動詞型の一致を示す：e.g. RCM 5.28.d1.1 tr. ŚYĀMASUNDARADĀSA: una 
saba rakhavāloṁ ne ... jā pukārā ki ...
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5.29.2 （と）このように王（スグリーヴァ）は心のなかで考える。猿たち

が、一団を伴ってやって来た。

5.29.3. （猿たち）皆はやって来て、（スグリーヴァの）足に頭を下げた。

猿たちの主（スグリーヴァ）は皆に、非常な愛をもって、会った。

5.29.4. （スグリーヴァは、猿たちの）息災を尋ねた。（猿たちは答える：）

「（私たちには）息災［があります］、（あなたの）足を見て。ラーマの慈

悲により、仕事が特に（首尾よく）187成し遂げられました。

5.29.5.主よ、ハヌマーンは仕事を成し遂げました。（ハヌマーンは）、猿た

ち全員の命を守りました 188」。

5.29.6. （その言葉を）聞いて、再び彼（ハヌマーン）に会った。（スグリ

ーヴァは、）猿たちと一緒に、ラグ族の統領（ラーマ）のもとに行った。

5.29.7.ラーマは、猿たちが仕事をなし終えて戻って来るのを見た時、心に

特別な喜びが［生じた］。

5.29.8. 二人の兄弟は、水晶岩 189に座っていた。全ての猿たちは、（その）

両足へと行ってひれ伏した。

5.29.d1.1. 愛とともに皆を抱擁なさった、慈悲の塊であるラグ族の主（ラ

ーマ）は。

5.29.d1.2. （ラーマは、猿たちに）息災を尋ねた。（猿たちは答える：）

「主よ、今や（私たちには）息災［があります］、（あなたの）蓮のよう

な足を見て」。

5.30.

187 或いは：特別な仕事が
188 RCM 4.22.8（cf. 4.26.1–6）で、猿王スグリーヴァは、猿たちにスィーター

の探索に行くよう命じ、一か月の期日以内にスィーターの居所を見つけられ

ずに戻ってきたら死刑にする、と宣言した。
189 phaṭikasilā「水晶岩」（Skt. sphaṭikaśilā-）とは、チットラクートの森の中で

ラーマとスィーターとが（RCM 3.1.4）、またラーマとラクシュマナとが

（RCM 4.13.6; 5.29.8［本箇所］）座としていた岩である。Gītāvalī 2.44
（phaṭikasilā mr̥du bisāla ...）にあるその美しい描写（Mānasa-pīyūṣa ad 3.1.3–4,
noṭa 2, (ga)）によれば、マンダーキニー川のそばにある。
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5.30.1. ジャーンバヴァントは言う： 「聞け、ラグ族の王（ラーマ）よ。そ

の者に、主よ、あなたが慈悲をかけるところの

5.30.2. その者には、常に、吉事・息災が、絶え間なく［ある］。神々・人

間たち・ㇺニたちは、その者に満足して好意をかける。

5.30.3. まさにその者は、完全勝利者でありながらも謙虚であり 190 、美徳

の海である。その者の良き名声は、三界に輝く。

5.30.4.主の慈悲により、すべての仕事が成し遂げられた。我々の生まれは、

今日、良い果実（結果）を持つものとなった 191。

5.30.5.主よ、風神の息子（ハヌマーン）がなした行為は、千の口によって

も描写され得ない」。

5.30.6. 風神の息子（ハヌマーン）の、素晴らしい行いたちを、ジャーンバ

ヴァントは、ラグ族の統領（ラーマ）に聞かせた。

5.30.7.（それを）聞くや、（ハヌマーンの素晴らしい行いたちは、）慈悲の

宝庫である方（ラーマ）の心にとって、非常に喜ばしかった。それから、

（ラーマは）喜んでハヌマーンを胸に抱きよせなさった：

5.30.8. （ラーマは言う：）「言いなさい、息子よ、どのようにして、ジャ

ナカの娘（スィーター）は、自分の命を守り続けているのか」。

5.30.d1.1. （ハヌマーンは答える：）「（あなたの）名が見張り番です、昼

も夜も。あなたを念想することが、扉です 192。

5.30.d1.2. 両目は自分の足に釘付けになっています。どの道を通って命が

出て行くというのでしょうか。

5.31.
5.31.1.（私が）行く際に、（スィーターは）私に頭頂の宝石をくれました」。

ラグ族の主（ラーマ）は、まさにそれ（頭頂の宝石）を心臓（胸）に抱

き寄せて、それを受け取った。

190 bijayī binayī という音の遊びがある。
191 つまり：意義あるものとなった。
192 或いは：（あなたの）名が見張り番です。昼も夜もあなたを念想すること

が、扉です。
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5.31.2. （ハヌマーンは続けて言う：）「主よ、両目を涙でいっぱいにして、

ジャナカの娘（スィーター）は少し言葉たちを言いました：

5.31.3. 『弟（ラクシュマナ）ともども、主（ラーマ）の足を掴みなさい

193 194、（次のように伝えつつ）：「哀れな者の友よ、頭を垂れて庇護を求め

る者の苦しみを取り去る方よ、

5.31.4. 意・行為・言葉で（あなたの）足に愛着を持っている私を、（あな

たは、）何の罪で、主よ、捨てたのですか 195。

5.31.5. （いや、）私には一つの悪い点があった、（と）私は認めました：

（あなたと）別れ別れになっても、（私の）命は出ていかなかった。

5.31.6. 主よ、それは（私の）両目の罪なのです。出ていこうとする命を、

（両目は）無理に邪魔しているのです 196。

5.31.7. 別離は火。体は綿。息は風。一瞬にして身体は燃える。

5.31.8. （しかし）両目は涙を流します、自らの益のため 197に。（そのせい

で、）体は、別離の火で燃えることができません 198』。

5.31.9. スィーターの苦難は、非常に大きいです。（スィーターの苦難は）

言わないほうがよいです、惨めな者に対して慈悲深い方（ラーマ）よ。

193 未来における時の指定が含意される、fut. imper. が用いられている。
194 つまり：主（ラーマ）とその弟（ラクシュマナ）の足を掴みなさい、
195 或いは：（私は、）意・行為・言葉で（あなたの）足に愛着を持っています。

（そのような）私を、何の罪で、主よ、捨てたのですか。

 haum̐ tyāgī の haum̐ は copula か人称代名詞か区別がつかないが、後者の場合、

目的語となる代名詞の nom. が、p.p.（nom.）に一致していることになる。
196 RCM 5.31.6.2 では、5.30.d1 にあるように、目が足にくぎ付けになっている

ため、命が目を通って出ていかないことが述べられている。場合によっては、

更に、その後の 5.31.7–8 で述べられるように、別離の火によって体が燃え尽

きて死んでしまうことがないのが眼の涙で火が消えるせいだ、という意味も

含まれているかもしれない。
197 つまり：夫であるラーマを見るために。
198 RCM 5.31.7–8 では、別離の火が涙の水によって（幾分は）鎮められるため、

体が燃え尽きることがない、という比喩が用いられている。この比喩は、他

に、例えば Pa'umacariu ed. BHAYANI 18.9.4、および本個所に非常に近い表現を

用いている Sūrasāgara ed. BRYANT / tr. HAWLEY 2015, no. 244, p. 416, ll. 5–8
(kāma ...) にも見られる。
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5.31.d1.1. 一瞬一瞬が、慈悲の宝庫（ラーマ）よ、過ぎてゆきます、一劫

に等しく 199。 

5.31.d1.2. （スィーターのところへ）はやく行ってください、主よ。（スィ

ーターを）連れ帰ってください、腕の力で悪漢たちの一団を打ち負かし

て」。 

 

5.32. 

5.32.1. 幸いの行き場所である主（ラーマ）がスィーターの苦しみを聞く

と、涙が蓮のような両目に満ちてきた： 

5.32.2. 「言葉・体・心で、私への歩み（帰依）がある者には、夢にでも、

苦難が感じられるだろうか」。 

5.32.2. ハヌマーンは言う：「まさにそれが苦難なのです、主よ、あなたの

想起・あなたへの帰依が（生じ）ない［という］時が。 

5.32.4. 主よ、羅刹たちが幾程のものというのでしょうか。敵たちに打ち

勝って、ジャナカの娘を（あなたは）きっと連れ帰ってくるでしょう」。 

5.32.5. （ラーマは言う：）「聞け、猿よ、お前に等しい助力者は、誰もい

ない、肉体を纏った者としては、神々も、人間も、ムニも 200。 

5.32.6. お前への返礼の助力として、私は何をしようか。私の心は（お前の）

面前にあることができない 201。 

5.32.7. 聞け、息子よ。お前には私は借りを返していない 202 。心の中で考

えてみて、（そのように 203）私は分かった」。 

 
199 RCM 5.31.d1.1: ~ 5.12.12.2. 
200  tanudhārī を複合語と解してこう訳した。あるいは、tanu dhārī という二語

（後者は p.p.）と理解すると：.... お前に等しい助力者は、誰も ――神々も、

人間も、ムニも―― 肉体を纏っていない。 
201  Mānasa-pīyūṣa ad 5.32.6–8, Noṭa 3 の指摘するように、RCM 5.32.5–6 は 
Hanumannāṭaka 13.35–36 を参考にした可能性があるかもしれない。 
202  RCM 7.2.14.1 とも比較のこと。urina- < Apa. urina- (CCDPL, s.v.) < Skt. 
*udr̥ṇa- と思われ、TURNER no. 1943 のように < *ud-r̥ṇin- とする必要はない。 
203 つまり：私はお前には私は借りを返していない、と 
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5.32.8. 何度も何度も、猿を見つめる、神々の守護者（ラーマ）は。（ラー

マの）目には涙がある。（ラーマの）体には（喜び・興奮で）非常に 204逆

立った毛がある。

5.32.d1.1. 主の言葉を聞いて、（主の）顔を見て、（全）身で歓喜して、ハ

ヌマーンは、

5.32.d1.2. （主ラーマの）両足にひれ伏した、愛で動揺して： 「お救いくだ

さい、お救いください 205、神よ！」（と言って）。

5.33.

5.33.1. 何度も何度も、主（ラーマ）は（ハヌマーンを）立たせようとす

る。愛に没頭して、彼（ハヌマーン）にとって立ち上がることは好まし

くない 206 207。

5.33.2. 主（ラーマ）の蓮のような手が、猿の頭に［ある］。その状況を想

起して、シヴァは（主ラーマへの愛に）没頭した 208。

5.33.3. 心を注意深くして、再びシヴァは語り始めた、非常に美しい物語

を。

204 ati が、それが係る形容詞に後置されている。
205 Skt. trāhi trāhi「 （直訳：）助けよ、助けよ」が用いられている。この表現は、

助けを求める際の定型句として、Skt. そのままで用いられる、古賀／高橋

2006 s.v. trāhi-trāhi, pāhi-pāhi（更に cf. SCHULZE 1966, p. 167, n. 7）。ここでは、

神であるラーマに帰依して庇護下に入り、救済されることを求めている。

RCM 1.211.c1.8; 2.239.2; 5.45.d1; 7.83.2 とも比較のこと。
206 或いは：好ましくなかった。
207 つまり：彼（ハヌマーン）は、立ち上がりたいとは思えない／なかった。
208 Mānasa-pīyūṣa ad 5.33.2–3, Ṭippaṇī 1 (Ka) は、シヴァが自らのアヴァターラ

であるハヌマーンであった時の自らの経験を思い出しているという解釈を挙

げる。しかし、確かに、ハヌマーンがシヴァのアヴァターラであるという考

えは他に見られ（RAGHAVAN 1973, pp. 46, 72; LUDVIK 1994, p. 10f.; BROCKINGTON

2012, p. 723f.）、 ト ゥ ル ス ィ ー ダ ー ス 作 VinayaPatrikā, Dohāvalī, 
HanumānaBāhuka にも見られる（LUDVIK 1994, p. 11）ものの、RCM 本体中で

はそのような設定は明言されていないという（LUDVIK 1994, p. 20, n. 120）。
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5.33.4. 猿を立たせて、主は心臓（胸）に抱き寄せた。（ラーマは）手を掴

んで、（ハヌマーンを）極めて近く 209に座らせた。 

5.33.5. （ラーマは言う：）「言え、猿よ、ラーヴァナによって守護されて

いるランカーを、どのようにしてあなたは焼いたのか、非常に曲がりく

ねった砦を？210」 

5.33.6. ハヌマーンは、主（ラーマ）がお喜びであると分かった。（ハヌマ

ーンは）言った、高慢のない言葉を： 

5.33.7 「枝の獣（猿）211の大きな武勇は、枝から枝に行く［こと 212です］

213。 

5.33.8. 海を飛び越えて黄金の都城を燃やした、羅刹たちの一団を殺して、

森を荒らした ―― 

5.33.9. その全ては、あなたの威力です、ラグ族の王（ラーマ）よ。主よ、

何一つとして私の力ではありません。 

5.33.d1.1. 主よ、到達できないものは何一つありません、あなたが推して

いる者には。 

5.33.d1.2. あなたの威力によって、綿は（ですら）海中の火 214を必ずや灯

すことができます。 

 
209 おそらく、すぐ横、つまり対等の位置に。 
210 Mānasa-pīyūṣa ad 5.33.5–6, Ṭippaṇī 1 ((Kha) [Noṭa 2]) が指摘するように、この 
RCM 5.33.5 は、Hanumannāṭaka 6.42 を元としている可能性がある。 
211 5.16.d1.1 でも、同様の文脈で sākhāmr̥ga が用いられ、少なくともこの文脈

では卑しめていうものと思われる（cf. RCM 1.29.d1.1）。Mānasa-pīyūṣa ad 
5.33.7–9, Noṭa 1 が指摘するように、この RCM 5.33.7–9 は、Hanumannāṭaka 6.44 
を元としていると思われ、また、直前の Hanumannāṭaka 6.43（Kavitāvalī 
5.22.5–6 に借用される）はこれへの説明となっている。 
212 jāi は pres. 3.sg. か或いは inf. かである。 
213  或いは：枝の獣（猿）には、大きな武勇があります、枝から枝に行く［と

いう］。 
214  通常は、綿が海の中に火を付けるなどできようがないが、そのような不可

能事もラーマの力によって可能となる、の意。この vaḍavānala-「雌馬（の口）

の火」とは、いかなる海水も消すことのできない海中の火を指す、cf. MBhār 
1.169–171; PW s.vv. vāḍava-, vaḍavānala-, vāḍavānala-, vaḍavāgni-, vāḍavāgni-, 
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5.34.

5.34.1. 主よ、どうか慈悲をお掛けになって 215 、非常に幸福を与えるもの

である、離れゆかない 216帰依をお与えください 217」。

5.34.2. 主（ラーマ）は、極めて誠実な猿の言葉を聞いて、その時、「その

ようにあれ 218」と言った、バヴァーニー（＝ウマー）よ。

5.34.3.ウマーよ、ラーマの本来の性質を知った者にとっては、帰依以外の

他のものが好ましいということはない。

5.34.4. この対話 219がその胸にやって来る 220者は、ラグ族の主（ラーマ）

の足への帰依を得る 221。

5.34.5. 主（ラーマ）の言葉を聞いて、猿たちの一団は言う：「万歳！万

歳！万歳 222！慈悲深き者、幸いの雨雲 223よ！」。

（つづく）

vaḍavāmukha-, aurva-; pw s.vv. vāḍaba-, vaḍabānala-, vāḍabānala- vaḍabāgni-,
vāḍabāgni-, vaḍabāmukha-, aurva-。この火を用いた比喩は、RCM 6.1.2–3 にも

登場する。
215 kr̥pā kari は現代標準ヒンディー語と同様に、丁寧なお願いを表すとも当然

解しうるとはいえ、ラーマの kr̥pā「慈悲」は宗教的に重要な意味を持つ語彙

であるため、敢えてこう直訳してみた。
216 つまり：なくなってしまわない、堅固な
217 bhagati anapāyanī「離れゆかない（なくなることのない）帰依」という表

現は、他に RCM 4.25.8.2; 7.14.d1.2; 7.34.d1.2; 7.52.5.2 に現れる。
218 サンスクリット語による、肯定・承諾の返事。
219 Mānasa-pīyūṣa ad loc., Ṭippaṇī 1 は、RCM 5.33.6 から 34.1 までをいうとする。

或いは寧ろ、もっと前（例えば 5.32.2）から直前の 5.34.2 までをいう可能性も

考えうる。
220 「その胸にやって来る（心に思い浮ぶ、心に刻まれる）」とは、Mānasa-
pīyūṣa 訳によると、それを理解して、記憶に留めることを意味する。
221 このように対話の果報が述べられている RCM の箇所を、Mānasa-pīyūṣa ad 
loc., Ṭippaṇī 2 が列挙してくれている。
222 直訳：勝利せよ！
223 つまり：幸福を雨降らす者。勿論、ラーマを指す。RCM 6.70.4.1 kr̥pā 
bāridhara「慈悲の雨雲（ラーマ）」という表現をも参照。
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一次文献などの情報 

 RCM の写本、エディション、訳、注釈の情報を以下に纏めておく。

・写本と古い ed. については、各エディションの冒頭等にある説明の他に、

坂田 1984; 坂田 1985; LUTGENDORF 1991, p. 141, n. 59; VERMA 1998, p. 11; 

DUBE / MIŚRA 2019; DUBE 2021; BANGHA 2024 を参照。

・エディションとしては、異読付きのもの（AṀJANĪNANDANAŚARAṆA

1925–1956 Mānasa-pīyūṣa; ŚUKLA et al. 1923; TRIPĀṬHĪ 1936; CAUBE 1948224;

GUPTA 1949a225; MIŚRA 1962226; VĀJAPEYĪ 1968 など）、異読なしのもの

（ŚYĀMASUNDARADĀSA 1922; VĀJAPEYĪ 1948; VĀJAPEYĪ 1972; ed. ŚUKLA et al. 

1973; ed. CATURVEDĪ 1971 など）などがある。更なる情報が LUTGENDORF

1991, p. 61f.; VERMA 1998, pp. 14–22; BANGHA 2024 に挙がる。本稿では、底

本として主に MIŚRA 1962 を用いた。

・訳としては、ヒンディー語訳（AṀJANĪNANDANAŚARAṆA 1925–1956

Mānasa-pīyūṣa; ŚYĀMASUNDARADĀSA 1922; PODDĀRA in VĀJAPEYĪ 1948; in ed. 

CATURVEDĪ 1971 など）、英語訳（ GROWSE 1883; in VĀJAPEYĪ 1972; 

LUTGENDORF 2016a, 2016b, 2018a, 2018b, 2020, 2022, 2023; SNELL / TIWARI

2023, pp. 108–425［部分訳］など）、日本語訳（オンライン資料【1】［部分

訳］; 池田 2003）等がある。更なる情報は VERMA 1998, pp. 31–40 を参照。

・詳しい注釈としては、AṀJANĪNANDANAŚARAṆA 1925–1956 Mānasa-

pīyūṣa227 が筆頭に挙げられる。更なる情報が VERMA 1998, pp. 22–31 に挙

がる。簡略な注が、諸訳（上述）に付いていることがある。VālRām 全巻

の訳注である GOLDMAN 1984 (Kāṇḍa 1); POLLOCK 1986 (Kāṇḍa 2); POLLOCK

1991 (Kāṇḍa 3); LEFEBER 1994 (Kāṇḍa 4); GOLDMAN / SUTHERLAND GOLDMAN

1996 (Kāṇḍa 5); GOLDMAN / SUTHERLAND GOLDMAN / VAN NOOTEN 2009 (Kāṇḍa

6); GOLDMAN / SUTHERLAND GOLDMAN 2017 (Kāṇḍa 7) も参考になる。

224 同じ学者による CAUBE 1967 にある異読の議論をも参照のこと。
225 同じ学者による GUPTA 1949b にある異読の議論をも参照のこと。
226 異読は ibid., p. 460 以降に、corrigenda は末尾の 2 頁に載っている。
227 この書については、LUTGENDORF 1991, p. 153f. を参照。
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工具書の情報 

 アワディー語の文法書や辞書類、韻律研究の情報を以下に纏めておく。

・古いアワディー語の主要な文法としては、KELLOGG 1893, esp. pp. 113–

116 §§174–181; pp. 185–191 §§292–302; pp. 310–329 §§532–570; p. 497 §850a; 

GREAVES 1895; SAKSENA 1937 228 ; Mānasa-vyākaraṇa 1955 229 ; ŚRĪVĀSTAVA 

1957; BĀLĀ 1978; SNELL / TIWARI 2023230, pp. 17–74; LAKSHMI DHAR 1949, pp. 

1–29; NAGASAKI 2023 などを挙げうる 231が、これらにおいては RCM に出

てくる全ての語形が網羅的に扱われていわけでは必ずしもない点に注意

を要する。古いアワディー語は、Dāmodara 作 Uktivyaktiprakaraṇa（12 世

紀 A.D.; ed. JINAVIJAYA 1953）に記録され、CHATTERJI 1953 にその文法が

纏められる所謂 “Old Kosalī” 語と非常に高い共通性を持つため、比較作業

が極めて重要となる。更に、LULLOO LAL 1811; HOERNLE 1880; KELLOGG

1893; TESSITORI 1914, 1914–1916232; VARMĀ 1935, 1954; ṬAṀḌANA 1957, 1962; 

MCGREGOR 1968, pp. 109–232; MASICA 1991, pp. 212–330; STRNAD 2013, pp. 

147–492; DVIVEDĪ 2011; OBERLIES 2005 など、および Linguistic Survey of India

の該当部分（主として GRIERSON 1904、更に cf. GRIERSON 1916）なども参

考になる 233。

・古アワディー語のシンタクスに関するものとして、上述の KELLOGG

1893 等の文法書、および MCGREGOR 1995 等の現代標準ヒンディー語の諸

228 SAKSENA 1937, p. 12, l. 7–10 によれば、RCM の “Nāgarī Prachāriṇī Sabhā, 
Benares edition” を参照している。ŚUKLA, Rāmacaṁdra et al. ed. 1923（未見）を

指すのかもしれないが、現時点で未確認である。
229 この冒頭と末尾にある文章を削った以外は同一のもののように見えるのが、

同じく Gita Press から出版されている “Pariśiṣṭa: Mānasa kā vyākaraṇa” in 
VĀJAPEYĪ 1968, pp. 753–799 である。
230 その p. xiv, ll. 32–36（cf. ibid., p. 502）によれば、ed. Gita Press (i.e. ed. 
VĀJAPEYĪ) 2010, 94th reprint を底本として用いたとする。
231 SCHOKKER 1984 をも参照。
232 更に、TESSITORI 2002（cf. 本稿注 252）をも参照。
233 なお、ブラジ語の教本として用いられる SNELL 1991 は、Reader としては良

くできた本であるが、ibid., pp. 3–18 の特に動詞の文法記述には不備があるの

で注意を要する。他の文法書（上掲）を参照して補う必要がある。
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文法書における記述のほかに、GAEFFKE 1967; SCHOKKER 1969; MASICA

1991, pp. 212–419; DROCCO 2008, 2016; STROŃSKI 2011234 などを挙げうる。

・韻律の研究としては、長崎 2000; NAGASAKI 2012a, 2012b, 2019 などを挙

げうる。

・辞書について。Tulasīdāsa の諸作品に対する辞書として、TIVĀRĪ / TIVĀRĪ

1954235 が役に立つ 236 。RCM の単語コンコーダンスとして、AGRAVĀLA /

GUPTĀ 2016237; ŚRĪVĀSTAVA / ŚRĪVĀSTAVA 2019238 がある。現代ヒンディー

234 ここに提示される古アワディー語の例文とグロスは幾つかの問題を含むた

め、逐一再検討を要する。本書の主題である ergative 構文の解釈を左右する諸

点： p. 128 (15) cāhā は cāha pres.ind. 3.sg. の末尾の母音が行末で延長された可

能性もあり、決められない。同様の問題が p. 128 (14) にもある。同様の問題

が p. 137 (59) jānā にもあるが、前の jāna pres.ind. 3.sg. からは、jānā も同じで

ある可能性に傾く。［p. 131 (28) の後半は文法的解釈が難しい箇所を含む。］p. 
136 (53) pūṁcheṁ, (54) māreṁ は p.p. masc. obl.sg. であり、absol. と類似の機能

を持つ、時を示す副詞的構文（KELLOGG 1893, p. 447f., §754 (2) f.）と理解され

る。その他の文法的解釈に関する諸点：p. 131 (28) chamibo は -iba- 分詞の

dir.sg. masc.（Braj 語形 -ō）であり、aparādhu dir.sg. masc. に一致している。p. 
131 (29) karai pres.ind. 3.sg.; p. 134 (42) jāna pres.ind. 3.sg.; pai ‘but’ conjunction と

するのが正しい。付言すると、テキストの転写に関して単純な誤記が散見さ

れる：正しくは p. 127 (11) tabahiṁ rāya priya; p. 132 (33) prabodhā; p. 132 (36) 
cīnhā; p. 129 (16) paṁkhinha-kahaṁ, (17) dhīraju, (18) śaṁjoga, mātu (Tripāṭhī 1972:
216); p. 130 (22) -ke, kīnha; p. 134 (45) mām̐gi; p. 135 (48) pūhahu; p. 133 (37) dīnha;
p. 137 (61), (62) tinha p. 134 (43) varisa pāṁca, (44) māṁga; p. 135 (50) niciṁta; p. 
136 (51) tuim̐ suraṁga, (52) ṭheṁghā; p. 141 (75) bānanha, (76) saptariṣi である。
235 Ibid., [prakāśīya], p. (6), l. 22 によると、RCM の底本としては ed. Gita Press
（i.e. ed. VĀJAPEYĪ）を用いたという。
236 他に、Mānasa-kośa 1909; GAUṚA 1925, Cauthā khaṇḍa: Mānasa-Śabda-Sarovara 
(pp. 1–134: Mānasa-Śabda-Sarovara; pp. 135–181: Mānasa-Dhātu-Koṣa); AVASTHĪ

1991 もあり。
237 AGRAVĀLA / GUPTĀ 2016 は、CALLEWAERT / LUTGENDORF 1997 の改良版であ

る（cf. AGRAVĀLA / GUPTĀ 2016, pp. ix, xi）。CALLEWAERT / LUTGENDORF 1997 は
Gita Press ed. 1938 に（cf. ibid., pp. 9, 14f.）、AGRAVĀLA / GUPTĀ 2016 は ed. Gita 
Press (i.e. ed. VĀJAPEYĪ), Code 1563 に基づく、cf. ibid., p. x, ll. 5–7; p. xii, ll. 3–5。
古いものとしては、SŪRYAKĀNTA 1937（簡単な意味付きの場合あり）がある

が、これは ed. ŚYĀMASUNDARADĀSA 1922 に基づく、cf. ibid., Preface, p. 1, n. 2。
238 簡単な意味付き。
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語 （ VARMMĀ et al. 1962–1966; ŚYĀMASUNDARADĀSA et al. 1965–1975; 

MCGREGOR 1993; 古賀／高橋 2006）などをはじめとする、広義のヒンディ

ー語群に属する諸言語の辞書（例えば、ブラジ語の辞書 ṬAṀḌANA 1974–?、

Bihārī の辞書 HOERNLE / GRIERSON 1885–1889 など）も有用である。特に、

ŚYĀMASUNDARADĀSA et al. 1965–1975; CALLEWAERT / SHARMA 2009 はブラジ

語文献のみならず RCM 239  の語彙・例文をも収録することがあり、

MCGREGOR 1993 はアワディー語・ブラジ語の語彙をも収録する。新期イ

ンドアーリヤ語の語源辞典としては、TURNER, R.L. 1931, 1966240 , 1985241 

が挙げられる。多用されるサンスクリット語からの借用語を調べるには、

サンスクリット語の諸辞書 242 をチェックする必要がある。サンスクリッ

ト語の語源辞典は、MAYRHOFER 1992, 1996, 2001 である。 

略号 

3. = 3rd person 
absol. = absolutive (= gerund = conjunctice) 
acc. = accusative 
AdhyRām = Adhyātma-Rāmāyaṇa  
Apa. = Apabhraṁśa  
CCDPL = A Comprehensive and Critical Dictionary of the Prakrit Languages 
CPD = A Critical Pāli Dictionary (TRENCKNER, Vilhelm et al. 1924–2014) 
dir. = direct case (= nom.-acc.) 
DoP = A Dictionary of Pāli. (CONE, Margaret 2001–2021) 
ed. = edition(s), edited by 
esp. = especially 

 
239 ed. Gita Press（i.e. ed. VĀJAPEYĪ）に基づく、cf. CALLEWAERT / SHARMA 2009, 
vol. 1, p. XVIII。 
240 加えて TURNER, D.R. 1969; TURNER, R.L. / TURNER, D.R. 1971 をも参照のこと。 
241 MCGREGOR 1993 が、TURNER, R.L. 1966, 1985 に則って新たに語源を提案し

ている例もある（ENTWISTLE 1995, p. 578a は cabūtrā, ṭhagorī を挙げる）。 
242  ケルン大学のサイト（https://www.sanskrit-lexicon.uni-koeln.de/）に多く集め

られている。 
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fut. = future
gen. = genitive
imper. = imperative
ind. = indicative
l. = line
masc. = masculine
MBhār = MahāBhārata (Poona critical edition)
n. = note
nom. = nominative
obl. = oblique case
Pkt. = Prakrit 
PSM = Pāia-Sadda-Mahaṇṇavo (SHETH, Hargovind Das T. 1963)
PW = “Petersburger Wörterbuch (großes)” (BÖHTLINGK / ROTH 1855–1875)
pw = “Petersburger Wörterbuch (kleines)” (BÖHTLINGK 1879–1889)
RCM = Rāmacaritamānasa
pl. = plural
p.p. = past / perfect(ive) participle 
pres. = present 
Skt. = Sanskrit
sg. = singular
tr. = translation, translated by
UVP = Uktivyaktiprakaraṇa (JINAVIJAYA ed. 1953)
VālRām = Vālmīki-Rāmāyaṇa (Baroda critical edition)
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